
久保　進　祈りと光の情景～五島の教会とそのルーツ「満月に照らされる堂崎教会」

「ゆるり」は長崎県内の主なコミュニティ
施設に無料で配布しています。

自費出版サロンゆるり

■
フ
ォ
ト
歳
時
記
Ⅳ 

祈
り
と
光
の
情
景

　
　
〜
五
島
の
教
会
と
そ
の
ル
ー
ツ
／
久
保
　
進

■
江
戸
し
ぐ
さ
の
心
を
長
崎
に

　
　
未
来
の
長
崎
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ
／
宮
﨑
牧
子

■
記
念
誌
紹
介
シ
リ
ー
ズ
９ 

鎮
西
学
院
百
三
十
五
年
記
念

　
　
敬
天
愛
人
の
系
譜
　
鎮
西
学
院
人
物
伝

■
詩
集
　
そ
こ
に
光
が
あ
る
か
ら
／
北
川
暢
子

■
長
崎
歳
時
記
　
名
勝
の
宴
／
堤
け
ん
じ

本 づくり応 援 マガジン
昭和堂・ゆるりで

出版された本のご紹介
昭和堂・ゆるりで

出版された本のご紹介
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サ
ロ

ン
ゆ

る
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応
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風
木
雲
太
郎

　

―

没
後
十
年―

随
筆
集
「
わ
が
星
の
道
」
よ
り

●
十
三
夜

　河
井
雄
治
句
集

●
さ
ら
ば
二
足
の
靴

　福
永
玲
子

●
か
け
が
え
の
な
い
日
々 

第
二
章

　田
添
京
子

●
わ
が
人
生
の
並
木
道

　犬
塚
秀
一

●

折
々
の
昭
和
記

お問い合わせ 長崎交響楽団事務局 TEL 095-820-1029  FAX 095-832-6570  MAIL nso@ac.auone-net.jp  URL http://www.ac.auone-net.jp/̃nso/

第89回 定期演奏会

■主催 ： 長崎交響楽団
■後援 ： 長崎県  長崎市  長崎県教育委員会  長崎市教育委員会  朝日新聞社  長崎新聞社  西日本新聞社  毎日新聞社  読売新聞西部本社  
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ベートーベン
交響曲第３番

9月3日
平成29年

長崎市民会館 文化ホール
日 開場 13：30　

開演 14：00

ドビュッシー 「小組曲」　      
メンデルスゾーン 序曲「フィンガルの洞窟」

「英雄」

指  揮

永 野　哲

浜屋プレイガイド
くさの書店西友店

095-811-1080
095-857-2560

絃洋会楽器店
長崎交響楽団事務局

095-821-2326
095-820-1029

■チケットお取り扱い

一般自由席 ： 2,000円
学生自由席（高校生以下）： 1,000円

入場料



　
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
長
崎
市
生
れ
。
私

は
十
六
歳
の
時
に
初
め
て
恋
を
知
っ
た
。
微
笑

み
あ
う
だ
け
で
指
も
ふ
れ
な
い
う
ち
に
、
十
二

歳
の
少
女
は
去
っ
た
。
地
上
の
天
使
の
昇
天
に
、

残
さ
れ
た
私
の
傷
心
は
苦
い
杯
と
な
り
、
そ
れ

に
ペ
ン
を
ひ
た
し
、
詩
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
失
恋
の
傷
口
を
や
さ
し
く
繃
帯
の
よ
う
に

包
ん
で
く
れ
た
の
が
、
ハ
イ
ネ
の
『
歌
の
本
』

で
あ
っ
た
。
閑
さ
え
あ
れ
ば
、
詩
集
一
冊
を
手

に
し
て
、
風
頭
の
丘
に
ひ
と
り
の
ぼ
っ
た
。
長

崎
と
い
う
土
地
に
生
ま
れ
育
ち
、
多
感
な
青
春

前
期
を
、
そ
の
特
異
な
歴
史
と
風
土
で
過
し
た

こ
と
が
、
私
の
詩
の
温
床
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

十
九
の
春
に
上
京
し
て
青
山
学
院
に
入
学
、
ド

イ
ツ
浪
漫
派
、
リ
ル
ケ
な
ど
へ
の
傾
倒
が
長
く

深
か
っ
た
。
卒
業
後
、
神
戸
松
竹
座
洋
画
宣
伝

部
に
勤
務
す
る
も
、
支
配
人
と
芸
術
論
争
を
し

て
退
職
。

●
火
野
葦
平
と
の
出
あ
い

　
昭
和
十
二
年
八
月
、
召
集
令
状
が
く
る
。
私

は
二
十
五
歳
、
兵
庫
県
明
石
郡
の
小
さ
な
小
学

校
の
代
用
教
員
を
し
て
い
た
。
神
戸
に
く
だ
る

バ
ス
の
中
の
私
を
追
っ
て
、
懸
命
に
手
を
ふ
り

旗
を
ふ
り
叫
び
駈
け
た
子
供
た
ち
の
姿
が
、
い

ま
で
も
眼
底
に
残
っ
て
い
る
。

　
一
兵
士
と
し
て
杭
州
湾
、
バ
イ
ア
ス
湾
、
欽

州
湾
と
、
三
回
の
敵
前
上
陸
に
参
加
、
中
支
か

ら
南
支
に
か
け
て
三
年
間
、
戦
場
を
か
け
ま

わ
っ
た
。
戦
争
は
地
獄
で
あ
っ
た
。
人
間
が
人

間
で
あ
る
こ
と
を
人
間
の
極
限
で
試
さ
れ
る
。

非
情
冷
酷
な
煉
獄
で
あ
っ
た
。

　
現
地
の
軍
文
芸
誌
『
兵
隊
』
に
出
し
た
詩
が

当
時
、
芥
川
賞
作
家
で
国
民
的
英
雄
で
あ
っ
た

火
野
葦
平
の
目
に
と
ま
り
、
南
支
軍
報
道
部
勤

務
を
命
じ
ら
れ
、『
兵
隊
』
の
編
集
室
へ
転
勤

し
た
。
そ
れ
以
来
、
火
野
さ
ん
の
深
い
温
情
は
、

二
十
余
年
の
歳
月
に
わ
た
っ
て
私
の
身
辺
に

あ
っ
た
。（
昭
和
三
十
五
年
逝
去
）

　
火
野
さ
ん
が
、「
私
は
小
説
を
書
く
か
ら
、

君
は
詩
を
書
き
な
さ
い
、
本
名
の
貞
島
米
親
で

は
固
苦
し
い
か
ら
と
言
っ
て
、
風
と
雲
と
木
が

あ
れ
ば
即
座
に
一
篇
の
詩
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
風
木
雲
太
郎
が
生
ま
れ
た
。

　
昭
和
十
五
年
夏
、
除
隊
し
母
校
の
鎮
西
学
院

（
竹
の
久
保
）の
英
語
教
師
と
し
て
教
壇
に
立
つ
。

（
火
野
さ
ん
の
推
薦
で
「
九
州
文
学
」
同
人
と

な
る
）
翌
年
、
山
雅
房
か
ら
『
野
戦
詩
集
』
が

刊
行
さ
れ
、「
一
兵
卒
の
歌
」
が
集
録
さ
れ
た
。

●
回
想
の
宮
崎
康
平

　
昭
和
十
九
年
春
の
頃
、
宮
崎
康
平
さ
ん
が
自

宅
へ
ぶ
ら
り
と
立
ち
寄
っ
た
。
同
じ
文
学
と
詩

を
共
通
の
志
と
す
る
者
同
志
、
直
ち
に
胸
襟
を

開
い
て
文
学
談
を
盛
ん
に
し
た
。
そ
の
年
の
秋
、

恋
女
房
の
す
み
子
が
結
核
で
二
十
三
歳
の
若
さ

で
亡
く
な
っ
た
。
傷
心
を
癒
す
の
に
、
何
か
激

烈
な
変
動
を
求
め
て
い
た
私
に
、
い
っ
し
ょ
に

仕
事
を
し
な
い
か
と
い
う
康
平
さ
ん
か
ら
の
勧

誘
を
受
け
諫
早
の
宮
崎
組
南
旺
土
木
事
務
所
に

勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
訓
育
隊
長
と
い
う
名

目
だ
っ
た
が
、
実
際
は
康
平
さ
ん
の
歴
史
研
究

や
文
学
の
話
し
相
手
が
主
な
仕
事
だ
っ
た
。
昼

間
、
土
方
の
訓
育
と
い
う
馴
れ
な
い
仕
事
の
あ

と
、
夕
食
後
か
ら
十
一
時
、
十
二
時
と
延
々
と

続
き
、
私
を
疲
労
困
憊
に
陥
し
入
れ
る
こ
と
が

連
夜
の
如
く
続
く
こ
と
が
あ
っ
た
。後
年
の「
ま

ぼ
ろ
し
の
邪
馬
台
国
」
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
彼

独
得
の
発
想
、
鋭
い
直
観
力
と
新
鮮
な
イ
メ
ー

ジ
に
驚
か
さ
れ
て
い
た
。

　
終
戦
時
は
、
南
旺
土
木
で
の
資
材
確
保
の
た

め
福
岡
県
に
あ
る
宝
珠
山
に
登
っ
て
は
木
材
を

確
保
し
、
久
留
米
ま
で
積
み
出
す
貨
車
の
手
配

を
し
て
い
た
。
新
型
爆
弾
（
原
子
爆
弾
）
に
よ

る
長
崎
全
滅
の
悲
報
に
接
し
た
の
は
、
八
月
十

日
だ
っ
た
。
十
五
日
に
終
戦
の
詔
勅
放
送
が
あ

り
、
出
張
所
の
残
務
整
理
を
終
え
て
諫
早
に
帰

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
八
月
下
旬
だ
っ
た
。
そ

の
翌
朝
、
長
崎
行
き
の
満
員
の
列
車
に
乗
っ
た

が
、
長
与
駅
で

降
さ
れ
た
。
そ

の
先
の
浦
上
地

帯
の
惨
状
に
は
、

息
の
根
が
と
ま

る
ほ
ど
の
衝
撃

を
う
け
た
。（
そ

の
戦
慄
の
体
験

か
ら
、
私
は
数

十
篇
の
原
爆
詩

を
書
い
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

最
初
の
作
品
〈
浦
上
天
主
堂
附
近
〉
は
、
昭
和

二
十
一
年
六
月
文
芸
誌「
午
前
」に
掲
載
さ
れ
た
。

お
そ
ら
く
長
崎
で
書
か
れ
た
最
初
の
原
爆
詩
で

あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

■
戦
後
の
経
歴

　
昭
和
二
十
二
年
よ
り
県
立
諫
早
高
校
の
教
諭

と
な
る
。（
同
年
九
州
詩
人
賞
金
賞
）。

　
二
十
四
年
、上
村
肇
ら
と
詩
誌
「
岬
」
を
刊
行
。

　
昭
和
二
十
六
年
に
第
二
詩
集「
紫
の
笛
」刊
行
。

（
そ
の
中
の
「
夜
の
宿
」
は
堀
口
大
学
の
絶
讃

を
浴
び
る
）

　
昭
和
三
十
年
、東
峰
書
房
か
ら
第
二
詩
集「
長

崎
詩
篇
」
を
刊
行
、
三
十
二
年
に
長
崎
県
文
化

功
労
賞
受
賞
。

　
昭
和
三
十
六
年
に
長
崎
市
へ
居
住
、
県
立
長

崎
東
高
校
で
昭
和
五
十
年
ま
で
教
鞭
を
執
る
。

そ
の
間
、
昭
和
四
十
一
年
に
第
四
詩
集
「
ビ
ー

ド
ロ
の
歌
」、
昭
和
五
十
年
に
第
五
詩
集
「
た

こ
つ
ぼ
の
花
」
を
刊
行
。

　
昭
和
六
十
年
秋
、
初
の
随
筆
集
「
わ
が
星
の

道
」
が
、
昭
和
堂
印
刷
三
十
五
周
年
記
念
出
版

と
し
て
諫
早
か
ら
出
た
。
以
後
も
昭
和
六
十
二

年
、
第
六
詩
集
「
レ
ト
ロ
の
旅
」、
平
成
五
年

八
十
歳
の
時
に
第
七
詩
集「
長
崎
暮
色
」を
刊
行
。

長
崎
県
詩
人
会
会
長
を
務
め
た
。
平
成
八
年
に

日
本
先
達
詩
人
顕
彰
。校
歌
、社
歌
の
作
詞
多
数
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
、
九
十
四
歳
で
永
眠
。

ふ
る
里
が
長
崎
と
い
う

た
だ
そ
れ
だ
け
で

私
の
生
涯
は
終
って
も
い
い
よ
う
な
気
が
す
る

遠
い
旅
の
空
に
あ
って
も

そ
の
想
い
は
深
く
郷
愁
の
霧
と
な
り

私
の
足
を
石
だ
た
み
の
道
へ
向
け
さ
せ
る（

老
楠
歌
）

「
長
崎
を
知
ろ
う
と
思
う
な
ら
、長
崎
を
訪

れ
た
り
、長
崎
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
み

あ
さ
る
よ
り
、一人
の
詩
人
、風
木
雲
太
郎
に

会
う
が
よ
い
。」

　昭
和
六
十
年
に
出
版
し
た
随
筆
集『
わ
が

星
の
道
』の
跋
文「
優
情
の
文
体
」で
原
子
朗

氏（
詩
人・早
大
教
授
）が
著
者
の
こ
と
を
こ

う
表
現
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
こ
の
本
を
も
と
に
長
崎
を
心
か
ら

愛
し
、い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、純
粋
な
詩
情

を
失
わ
な
い
詩
人
で
あ
っ
た
風
木
雲
太
郎
氏

の
青
春
の
軌
跡
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

|
没
後
十
年
|

長
崎
を
心
か
ら
愛
し
た
詩
人 

風
木
雲
太
郎

「
郷
愁
」

★
遠
景
残
照

★
原
爆
詩

Kazaki
Kumotaro

【1913-2007】

ふ
る
さ
と
に
は

月
日
を
越
え
て
生
き
る
不
思
議
な
少
女
が
ゐ
る

白
い
雲
を
追
ひ
風
頭
ヶ
丘
に
の
ぼ
る
と

想
ひ
出
の
街
や
十
字
架
の
道
を

そ
の
少
女
は
遠
く
近
く
手
風
琴
に
ひ
び
か
せ
る

青
い
港
を
舞
ひ
め
ぐ
る
鷗
の
群
に
た
た
ず
む
と

白
い
ワ
ル
ツ
の
波
に
の
り

そ
の
少
女
は
昔
の
歌
を
甘
た
る
く
繰
り
返
す

南
京
豆
の
匂
ひ
に
た
そ
が
れ
る
丸
山
の
石
だ
た
み

幼
な
友
だ
ち
を
待
つ
朱
い
手
す
り
に

そ
の
少
女
は
花
扇
を
か
ざ
し
月
の
や
う
に
現
れ
る

遠
い
海
の
か
な
た
の

風
と
星
だ
け
が
訪
れ
る
稲
佐
の
異
人
墓
地

静
か
な
夜
の
祈
り
の
な
か
に
ゐ
る
と

そ
の
少
女
は

街
の
灯
に
仄
か
に
浮
か
ぶ
マ
リ
ア
の
像
と
な
る

ふ
る
さ
と
に
は

月
日
を
越
え
て
生
き
る
不
思
議
な
少
女
が
ゐ
る

か
ざ
が
し
らあ

か

す
が
た

ほ
の

し
ょ
う
ち
ょ
く

随
筆
集『
わ
が
星
の
道
』よ
り

著　者

「たこつぼの花」
昭和50年　風社刊

「ビードロの歌」
昭和40年　風社刊

「長崎詩篇」
昭和30年　東峰書房刊

「わが星の道」
昭和60年　昭和堂印刷刊

「レトロの旅」
昭和62年　昭和堂印刷刊

「長崎暮色」
平成５年　岬の会刊

昭和62年（レトロの旅発刊の頃の）長崎港

被爆地の惨状/長崎原爆資料館提供

Yururi 32｜23｜Yururi 32



　
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
長
崎
市
生
れ
。
私

は
十
六
歳
の
時
に
初
め
て
恋
を
知
っ
た
。
微
笑

み
あ
う
だ
け
で
指
も
ふ
れ
な
い
う
ち
に
、
十
二

歳
の
少
女
は
去
っ
た
。
地
上
の
天
使
の
昇
天
に
、

残
さ
れ
た
私
の
傷
心
は
苦
い
杯
と
な
り
、
そ
れ

に
ペ
ン
を
ひ
た
し
、
詩
を
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
失
恋
の
傷
口
を
や
さ
し
く
繃
帯
の
よ
う
に

包
ん
で
く
れ
た
の
が
、
ハ
イ
ネ
の
『
歌
の
本
』

で
あ
っ
た
。
閑
さ
え
あ
れ
ば
、
詩
集
一
冊
を
手

に
し
て
、
風
頭
の
丘
に
ひ
と
り
の
ぼ
っ
た
。
長

崎
と
い
う
土
地
に
生
ま
れ
育
ち
、
多
感
な
青
春

前
期
を
、
そ
の
特
異
な
歴
史
と
風
土
で
過
し
た

こ
と
が
、
私
の
詩
の
温
床
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

十
九
の
春
に
上
京
し
て
青
山
学
院
に
入
学
、
ド

イ
ツ
浪
漫
派
、
リ
ル
ケ
な
ど
へ
の
傾
倒
が
長
く

深
か
っ
た
。
卒
業
後
、
神
戸
松
竹
座
洋
画
宣
伝

部
に
勤
務
す
る
も
、
支
配
人
と
芸
術
論
争
を
し

て
退
職
。

●
火
野
葦
平
と
の
出
あ
い

　
昭
和
十
二
年
八
月
、
召
集
令
状
が
く
る
。
私

は
二
十
五
歳
、
兵
庫
県
明
石
郡
の
小
さ
な
小
学

校
の
代
用
教
員
を
し
て
い
た
。
神
戸
に
く
だ
る

バ
ス
の
中
の
私
を
追
っ
て
、
懸
命
に
手
を
ふ
り

旗
を
ふ
り
叫
び
駈
け
た
子
供
た
ち
の
姿
が
、
い

ま
で
も
眼
底
に
残
っ
て
い
る
。

　
一
兵
士
と
し
て
杭
州
湾
、
バ
イ
ア
ス
湾
、
欽

州
湾
と
、
三
回
の
敵
前
上
陸
に
参
加
、
中
支
か

ら
南
支
に
か
け
て
三
年
間
、
戦
場
を
か
け
ま

わ
っ
た
。
戦
争
は
地
獄
で
あ
っ
た
。
人
間
が
人

間
で
あ
る
こ
と
を
人
間
の
極
限
で
試
さ
れ
る
。

非
情
冷
酷
な
煉
獄
で
あ
っ
た
。

　
現
地
の
軍
文
芸
誌
『
兵
隊
』
に
出
し
た
詩
が

当
時
、
芥
川
賞
作
家
で
国
民
的
英
雄
で
あ
っ
た

火
野
葦
平
の
目
に
と
ま
り
、
南
支
軍
報
道
部
勤

務
を
命
じ
ら
れ
、『
兵
隊
』
の
編
集
室
へ
転
勤

し
た
。
そ
れ
以
来
、
火
野
さ
ん
の
深
い
温
情
は
、

二
十
余
年
の
歳
月
に
わ
た
っ
て
私
の
身
辺
に

あ
っ
た
。（
昭
和
三
十
五
年
逝
去
）

　
火
野
さ
ん
が
、「
私
は
小
説
を
書
く
か
ら
、

君
は
詩
を
書
き
な
さ
い
、
本
名
の
貞
島
米
親
で

は
固
苦
し
い
か
ら
と
言
っ
て
、
風
と
雲
と
木
が

あ
れ
ば
即
座
に
一
篇
の
詩
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
か
ら
、
風
木
雲
太
郎
が
生
ま
れ
た
。

　
昭
和
十
五
年
夏
、
除
隊
し
母
校
の
鎮
西
学
院

（
竹
の
久
保
）の
英
語
教
師
と
し
て
教
壇
に
立
つ
。

（
火
野
さ
ん
の
推
薦
で
「
九
州
文
学
」
同
人
と

な
る
）
翌
年
、
山
雅
房
か
ら
『
野
戦
詩
集
』
が

刊
行
さ
れ
、「
一
兵
卒
の
歌
」
が
集
録
さ
れ
た
。

●
回
想
の
宮
崎
康
平

　
昭
和
十
九
年
春
の
頃
、
宮
崎
康
平
さ
ん
が
自

宅
へ
ぶ
ら
り
と
立
ち
寄
っ
た
。
同
じ
文
学
と
詩

を
共
通
の
志
と
す
る
者
同
志
、
直
ち
に
胸
襟
を

開
い
て
文
学
談
を
盛
ん
に
し
た
。
そ
の
年
の
秋
、

恋
女
房
の
す
み
子
が
結
核
で
二
十
三
歳
の
若
さ

で
亡
く
な
っ
た
。
傷
心
を
癒
す
の
に
、
何
か
激

烈
な
変
動
を
求
め
て
い
た
私
に
、
い
っ
し
ょ
に

仕
事
を
し
な
い
か
と
い
う
康
平
さ
ん
か
ら
の
勧

誘
を
受
け
諫
早
の
宮
崎
組
南
旺
土
木
事
務
所
に

勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
訓
育
隊
長
と
い
う
名

目
だ
っ
た
が
、
実
際
は
康
平
さ
ん
の
歴
史
研
究

や
文
学
の
話
し
相
手
が
主
な
仕
事
だ
っ
た
。
昼

間
、
土
方
の
訓
育
と
い
う
馴
れ
な
い
仕
事
の
あ

と
、
夕
食
後
か
ら
十
一
時
、
十
二
時
と
延
々
と

続
き
、
私
を
疲
労
困
憊
に
陥
し
入
れ
る
こ
と
が

連
夜
の
如
く
続
く
こ
と
が
あ
っ
た
。後
年
の「
ま

ぼ
ろ
し
の
邪
馬
台
国
」
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
彼

独
得
の
発
想
、
鋭
い
直
観
力
と
新
鮮
な
イ
メ
ー

ジ
に
驚
か
さ
れ
て
い
た
。

　
終
戦
時
は
、
南
旺
土
木
で
の
資
材
確
保
の
た

め
福
岡
県
に
あ
る
宝
珠
山
に
登
っ
て
は
木
材
を

確
保
し
、
久
留
米
ま
で
積
み
出
す
貨
車
の
手
配

を
し
て
い
た
。
新
型
爆
弾
（
原
子
爆
弾
）
に
よ

る
長
崎
全
滅
の
悲
報
に
接
し
た
の
は
、
八
月
十

日
だ
っ
た
。
十
五
日
に
終
戦
の
詔
勅
放
送
が
あ

り
、
出
張
所
の
残
務
整
理
を
終
え
て
諫
早
に
帰

る
こ
と
が
で
き
た
の
は
八
月
下
旬
だ
っ
た
。
そ

の
翌
朝
、
長
崎
行
き
の
満
員
の
列
車
に
乗
っ
た

が
、
長
与
駅
で

降
さ
れ
た
。
そ

の
先
の
浦
上
地

帯
の
惨
状
に
は
、

息
の
根
が
と
ま

る
ほ
ど
の
衝
撃

を
う
け
た
。（
そ

の
戦
慄
の
体
験

か
ら
、
私
は
数

十
篇
の
原
爆
詩

を
書
い
て
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

最
初
の
作
品
〈
浦
上
天
主
堂
附
近
〉
は
、
昭
和

二
十
一
年
六
月
文
芸
誌「
午
前
」に
掲
載
さ
れ
た
。

お
そ
ら
く
長
崎
で
書
か
れ
た
最
初
の
原
爆
詩
で

あ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

■
戦
後
の
経
歴

　
昭
和
二
十
二
年
よ
り
県
立
諫
早
高
校
の
教
諭

と
な
る
。（
同
年
九
州
詩
人
賞
金
賞
）。

　
二
十
四
年
、上
村
肇
ら
と
詩
誌
「
岬
」
を
刊
行
。

　
昭
和
二
十
六
年
に
第
二
詩
集「
紫
の
笛
」刊
行
。

（
そ
の
中
の
「
夜
の
宿
」
は
堀
口
大
学
の
絶
讃

を
浴
び
る
）

　
昭
和
三
十
年
、東
峰
書
房
か
ら
第
二
詩
集「
長

崎
詩
篇
」
を
刊
行
、
三
十
二
年
に
長
崎
県
文
化

功
労
賞
受
賞
。

　
昭
和
三
十
六
年
に
長
崎
市
へ
居
住
、
県
立
長

崎
東
高
校
で
昭
和
五
十
年
ま
で
教
鞭
を
執
る
。

そ
の
間
、
昭
和
四
十
一
年
に
第
四
詩
集
「
ビ
ー

ド
ロ
の
歌
」、
昭
和
五
十
年
に
第
五
詩
集
「
た

こ
つ
ぼ
の
花
」
を
刊
行
。

　
昭
和
六
十
年
秋
、
初
の
随
筆
集
「
わ
が
星
の

道
」
が
、
昭
和
堂
印
刷
三
十
五
周
年
記
念
出
版

と
し
て
諫
早
か
ら
出
た
。
以
後
も
昭
和
六
十
二

年
、
第
六
詩
集
「
レ
ト
ロ
の
旅
」、
平
成
五
年

八
十
歳
の
時
に
第
七
詩
集「
長
崎
暮
色
」を
刊
行
。

長
崎
県
詩
人
会
会
長
を
務
め
た
。
平
成
八
年
に

日
本
先
達
詩
人
顕
彰
。校
歌
、社
歌
の
作
詞
多
数
。

　
平
成
十
九
年
十
二
月
、
九
十
四
歳
で
永
眠
。

ふ
る
里
が
長
崎
と
い
う

た
だ
そ
れ
だ
け
で

私
の
生
涯
は
終
って
も
い
い
よ
う
な
気
が
す
る

遠
い
旅
の
空
に
あ
って
も

そ
の
想
い
は
深
く
郷
愁
の
霧
と
な
り

私
の
足
を
石
だ
た
み
の
道
へ
向
け
さ
せ
る（

老
楠
歌
）

「
長
崎
を
知
ろ
う
と
思
う
な
ら
、長
崎
を
訪

れ
た
り
、長
崎
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
を
読
み

あ
さ
る
よ
り
、一人
の
詩
人
、風
木
雲
太
郎
に

会
う
が
よ
い
。」

　昭
和
六
十
年
に
出
版
し
た
随
筆
集『
わ
が

星
の
道
』の
跋
文「
優
情
の
文
体
」で
原
子
朗

氏（
詩
人・早
大
教
授
）が
著
者
の
こ
と
を
こ

う
表
現
し
て
い
ま
す
。

　今
回
は
こ
の
本
を
も
と
に
長
崎
を
心
か
ら

愛
し
、い
つ
ま
で
も
若
々
し
く
、純
粋
な
詩
情

を
失
わ
な
い
詩
人
で
あ
っ
た
風
木
雲
太
郎
氏

の
青
春
の
軌
跡
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

|
没
後
十
年
|

長
崎
を
心
か
ら
愛
し
た
詩
人 

風
木
雲
太
郎

「
郷
愁
」

★
遠
景
残
照

★
原
爆
詩

Kazaki
Kumotaro

【1913-2007】

ふ
る
さ
と
に
は

月
日
を
越
え
て
生
き
る
不
思
議
な
少
女
が
ゐ
る

白
い
雲
を
追
ひ
風
頭
ヶ
丘
に
の
ぼ
る
と

想
ひ
出
の
街
や
十
字
架
の
道
を

そ
の
少
女
は
遠
く
近
く
手
風
琴
に
ひ
び
か
せ
る

青
い
港
を
舞
ひ
め
ぐ
る
鷗
の
群
に
た
た
ず
む
と

白
い
ワ
ル
ツ
の
波
に
の
り

そ
の
少
女
は
昔
の
歌
を
甘
た
る
く
繰
り
返
す

南
京
豆
の
匂
ひ
に
た
そ
が
れ
る
丸
山
の
石
だ
た
み

幼
な
友
だ
ち
を
待
つ
朱
い
手
す
り
に

そ
の
少
女
は
花
扇
を
か
ざ
し
月
の
や
う
に
現
れ
る

遠
い
海
の
か
な
た
の

風
と
星
だ
け
が
訪
れ
る
稲
佐
の
異
人
墓
地

静
か
な
夜
の
祈
り
の
な
か
に
ゐ
る
と

そ
の
少
女
は

街
の
灯
に
仄
か
に
浮
か
ぶ
マ
リ
ア
の
像
と
な
る

ふ
る
さ
と
に
は

月
日
を
越
え
て
生
き
る
不
思
議
な
少
女
が
ゐ
る

か
ざ
が
し
らあ

か

す
が
た

ほ
の

し
ょ
う
ち
ょ
く

随
筆
集『
わ
が
星
の
道
』よ
り

著　者

「たこつぼの花」
昭和50年　風社刊

「ビードロの歌」
昭和40年　風社刊

「長崎詩篇」
昭和30年　東峰書房刊

「わが星の道」
昭和60年　昭和堂印刷刊

「レトロの旅」
昭和62年　昭和堂印刷刊

「長崎暮色」
平成５年　岬の会刊

昭和62年（レトロの旅発刊の頃の）長崎港
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生
い
立
ち

青
春
期

－

戦
争
の
時
代

－

地
元
と
と
も
に

戦
後
、
国
鉄
マ
ン
と
し
て

　
二
人
姉
弟
の
私
に
は
、
五
歳
下
の
弟
が
い

る
。
弟
は
昔
の
こ
と
を
と
て
も
よ
く
覚
え
て

い
る
。
情
景
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
頃
の
人

の
心
情
も
自
分
な
り
に
解
釈
し
て
覚
え
て
い

る
の
だ
。

　
弟
も
私
と
同
じ
よ
う
に
歳
を
と
り
、
定
年

退
職
し
て
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
。
近
頃
は
私

の
夫
と
三
人
で
よ
く
会
食
に
行
く
。
酔
う
ほ

ど
に
昔
話
は
盛
り
上
が
り
、
弟
の
語
り
で
、

何
十
年
と
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
記
憶
の

数
々
が
生
き
生
き
と
動
き
出
す
。

　
い
つ
も
昔
の
生
家
の
風
景
か
ら
始
ま
る
。

祖
父
母
が
い
て
、
父
母
が
い
て
、
私
た
ち
が

小
さ
か
っ
た
頃
。
夫
も
そ
の
話
題
に
つ
い
て

い
け
る
。
夫
と
私
は
小
中
高
校
の
同
級
生
で

家
は
隣
同
士
。
ほ
と
ん
ど
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と

も
な
か
っ
た
の
に
、
縁
あ
っ
て
夫
婦
に
な
っ

た
。
だ
か
ら
お
互
い
の
家
族
を
昔
か
ら
知
っ

て
い
て
、
結
構
共
通
の
記
憶
で
楽
し
め
る
。

も
っ
と
も
夫
は
、
外
国
人
を
嫁
に
も
ら
い
た

か
っ
た
の
に
、
な
ん
で
好
き
好
ん
で
隣
の
同

級
生
？
と
、
昔
は
よ
く
言
っ
て
い
た
。

　
昨
夜
は
い
き
な
り
弟
が
、

「
炬
燵
で
お
母
さ
ん
が
竹
の
輪
に
銀
紙
を
巻

い
て
い
た
よ
ね
」
と
語
り
出
し
た
。
私
が
小

学
生
の
頃
、「
走
れ
ト
ロ
イ
カ
」
と
い
う
曲

を
運
動
会
で
踊
っ
た
。
昔
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
で
道
具
を
作
っ
て
い
た
か
ら
、
母
が
懸
命

に
作
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

「
姉
さ
ん
、
ブ
ル
マ
ー
で
踊
っ
た
ね
」
と
弟

が
言
う
と
、
夫
も
愉
快
そ
う
に
「
ブ
ル
マ
ー

ね
」
と
繰
り
返
す
。
私
の
大
根
足
で
も
思
い

浮
か
べ
た
の
だ
ろ
う
。

　
私
は
残
念
な
が
ら
母
の
そ
の
姿
を
思
い
出

せ
な
い
が
、「
走
れ
ト
ロ
イ
カ
」
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
だ
け
は
あ
り
あ
り
と
よ
み
が
え
り
、

ジ
ー
ン
と
き
た
。

　
昔
の
悲
し
い
出
来
事
も
、
言
葉
に
で
き
る

年
齢
に
な
っ
た
。
平
和
に
み
え
た
生
家
に
も

そ
れ
な
り
に
様
々
な
事
情
や
葛
藤
が
あ
っ
た

こ
と
を
、
弟
の
語
り
か
ら
初

め
て
知
る
こ
と
も
あ
る
。

ず
ー
っ
と
胸
に
抱
え
て
い
た

と
い
う
ほ
ど
大
げ
さ
な
も
の
で
も
な
い
が
、

子
供
心
に
謎
だ
っ
た
疑
問
も
、
あ
あ
そ
う

だ
っ
た
の
か
な
ん
て
氷
塊
し
た
り
す
る
。

　
弟
の
話
で
特
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。

「
カ
レ
ー
の
前
の
日
は
必
ず
魚
の
煮
つ
け

だ
っ
た
ね
」
と
弟
。

「
え
ー
っ
、
パ
タ
ー
ン
化
し
て
た
の
？
　
な

ん
で
？
」
と
私
。

　
昔
は
だ
し
と
言
え
ば
魚
し
か
な
か
っ
た
か

ら
、
祖
母
は
そ
の
魚
の
だ
し
で
翌
日
カ
レ
ー

を
作
っ
て
い
た
と
言
う
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
カ

レ
ー
ル
ー
も
な
い
か
ら
、
カ
レ
ー
粉
を
溶
か

し
た
さ
ら
さ
ら
の
カ
レ
ー
。
彼
の
記
憶
力
と

意
外
す
ぎ
る
話
に
、
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら

な
い
。

　
ニ
年
程
前
私
は
、「
美
味
し
い
記
憶
」
と

い
う
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤
油
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

応
募
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は「
お

い
し
い
食
卓
は
家
族
の
記
憶
」。
ま
さ
に
こ

の
祖
母
が
作
っ
て
く
れ
た
昭
和
の
カ
レ
ー
の

こ
と
を
書
い
た
。
結
果
は
音
沙
汰
な
し
に
終

わ
っ
た
が
、
こ
の
弟
の
だ
し
の
話
を
入
れ
て

い
た
ら
味
付
け
抜
群
で
入
賞
だ
っ
た
か
も
と
、

ち
ょ
っ
と
残
念
。

　
そ
れ
に
し
て
も
何
故
、
私
よ
り
五
つ
も
年

下
の
彼
が
こ
ん
な
に
深
く
覚
え
て
い
て
、
私

の
記
憶
は
抜
け
落
ち
て
い
る
の
か
。
記
憶
力

の
問
題
な
の
か
、
人
生
へ
の
向
き
合
い
方
な

の
か
。

　
な
ん
に
せ
よ
、
こ
う
い
う
昔
の
回
想
は
認

知
症
予
防
に
と
て
も
い
い
ら
し
い
。

　
弟
の
脳
に
は
ま
だ
ま
だ
物
語
が
眠
っ
て
い

そ
う
。
次
の
語
り
に
は
何
が
飛
び
出
す
か
、

今
か
ら
楽
し
み
だ
。

弟
の
昔
話

かけがえの
ない日々
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平
成
二
十
七
年
夏
、
妻
が
入
院
し
、

自
身
も
一
人
暮
ら
し
は
不
可
能
と
考

え
て
入
院
と
な
っ
た
。
入
院
中
に
ふ

と
幼
い
頃
の
思
い
出
が
浮
か
び
、
退

屈
し
の
ぎ
に
雑
用
紙
に
書
い
て
み
た
。

高
齢
に
な
っ
た
今
で
は
直
前
に
見
た

こ
と
や
聞
い
た
こ
と
で
も
な
か
な
か

思
い
出
せ
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
が
、

昔
の
こ
と
は
新
し
く
蘇
っ
て
来
る
も

の
も
多
い
。
私
は
米
寿
を
迎
え
る
ま

で
に
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
有
形
無
形

の
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
に

は
多
少
で
も
お
返
し
を
し
な
け
れ
ば

と
思
い
、
そ
れ
が
自
分
の
人
生
で
も

あ
っ
た
。

　
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
長
崎
県

喜
々
津
村
生
ま
れ
。
先
祖
代
々
の
農

家
の
長
男
と
し
て
、
子
供
の
頃
か
ら

畑
仕
事
、
炭
焼
き
、
リ
ヤ
カ
ー
で
の

行
商
な
ど
家
の
手
伝
い
を
よ
く
し
て

い
た
。
兄
弟
が
四
人
い
た
が
、
小
学

校
の
運
動
会
で
兄
弟
四
人
で
一
組
の

リ
レ
ー
種
目
に
出
場
し
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
卒
業
式
で
は
代
表
で
答
辞

を
読
ん
だ
。

　
卒
業
後
の
進
路
は
、
親
に
負
担
が

か
か
ら
ぬ
よ
う
に
勉
強
し
な
が
ら
給

金
が
も
ら
え
兵
役
も
短
縮
さ
れ
る
と

い
う
佐
世
保
の
海
軍
工
廠
の
工
員
養

成
所
を
受
験
し
、
入
所
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
九
州
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

同
期
生
は
秀
才
揃
い
だ
っ
た
。
難
し

い
授
業
や
実
習
で
く
た
く
た
だ
っ
た

が
、
同
期
に
遅
れ
を
と
り
た
く
な

か
っ
た
の
で
、
潜
水
艦
用
の
電
球
の

明
か
り
で
、
夜
中
着
布
団
を
被
り
眠

い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
自
習
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
十
八
年
四
月
に
は
大
村
に
も
養
成

所
が
で
き
移
動
し
た
も
の
の
戦
局
悪

化
の
た
め
、
十
月
繰
り
上
げ
卒
業
と

な
り
、
海
軍
航
空
廠
の
一
員
と
な
っ

た
。
翌
年
四
月
、
佐
世
保
海
兵
団
に

入
団
し
兵
役
に
つ
く
。
戦
場
へ
向
け

て
の
特
訓
の
連
続
で
、
三
ヶ
月
半
の

新
兵
教
育
を
受
け
、
私
は
千
葉
県
館

山
市
へ
派
遣
さ
れ
た
あ
と
満
期
と
な

り
、
終
戦
は
佐
世
保
で
迎
え
る
こ
と

と
な
る
。
や
っ
と
戦
争
が
終
っ
た
と

い
う
感
慨
と
共
に
何
で
も
っ
と
早
く

や
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
と
思
っ
た
。

　
戦
後
は
知
人
の
紹
介
で
、

国
鉄
喜
々
津
駅
に
就
職
す
る
。

入
っ
た
ば
か
り
の
私
は
さ
ま

ざ
ま
な
雑
用
を
こ
な
し
た
が
、

電
信
掛
が
国
鉄
の
駅
の
中
で

は
出
世
コ
ー
ス
と
知
り
、
大

分
県
の
杵
築
分
教
所
で
十
ヶ
月
に
亘

り
技
術
の
修
得
に
励
ん
だ
が
、
食
糧

事
情
は
良
く
な
く
、
い
つ
も
腹
を
空

か
せ
て
い
た
。
卒
業
後
は
、
長
与
に

あ
っ
た
長
崎
管
理
部
電
務
区
電
信
掛
、

門
鉄
早
岐
輸
送
長
、
早
岐
分
室
電
信

掛
を
経
て
、
昭
和
二
十
八
年
に
諫
早

駅
出
札
兼
電
信
掛
と
な
る
。
戦
中
戦

後
に
勉
強
し
た
く
て
も
生
活
す
る
こ

と
で
精
一
杯
の
頃
か
ら
比
べ
る
と
少

し
余
裕
が
と
れ
る
時
代
に
な
っ
た
の

で
、
二
十
七
歳
に
し
て
諫
早
高
校
夜

間
部
に
入
学
。
本
職
と
家
の
農
家
の

手
伝
い
も
し
な
が
ら
の
通
学
は
、
寸

分
の
暇
も
持
ち
得
な
い
期
間
だ
っ
た

が
、
良
き
師
、
良
き
友
を
得
、
人
生

の
大
切
な
勉
強
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
昭
和
三
十
二
年
四
月
に
結
婚
。
国

鉄
旅
行
に
は
家
族
に
も
一
年
に
十
日

間
の
無
料
パ
ス
が
付
与
さ
れ
る
制
度

が
あ
っ
た
の
で
、
諫
早
駅
か
ら
寝
台

急
行
雲
仙
号
に
乗
り
、
名
勝
日
光
、

東
京
、
お
伊
勢
参
り
、
大
阪
、
京
都

見
物
と
列
車
で
の
七
日
間
の
旅
は
思

い
出
半
分
、
疲
れ
半
分
で
帰
宅
し
た
。

　
三
ヶ
月
後
の
七
月
二
十
五
日
、
私

犬
塚
秀
一 

自
伝

は
労
働
組
合
の
代
議
員
と
し
て
嬉
野

へ
泊
り
が
け
で
参
加
し
て
い
た
。
夕

方
大
雨
で
諫
早
が
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
る
と
ニ
ュ
ー
ス
で
知
る
。

翌
朝
急
い
で
嬉
野
を
出
発
し
た
が
、

汽
車
や
バ
ス
も
途
中
ま
で
で
、
諫
早

駅
へ
辿
り
着
け
た
の
が
夕
方
だ
っ
た
。

駅
は
周
り
よ
り
高
く
な
っ
て
い
た
の

で
水
に
は
浸
ら
な
か
っ
た
が
、
周
囲

は
大
変
だ
っ
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
が
避
難
し
て
き
て
駅
は
救
護
所

の
よ
う
だ
っ
た
。

　
諫
早
駅
に
は
退
職
す
る
ま
で
三
十

年
近
く
勤
め
た
。
四
十
年
間
勤
務
し

た
国
鉄
も
昭
和
五
十
八
年
に
定
年
退

職
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
は
農
業
に
専

念
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
地

区
の
区
長
が
来
て
、
い
き
な
り
（
多

良
町
町
会
議
員
）
選
挙
に
出
て
く
れ

と
言
わ
れ
る
。
地
区
の
活
動
に
い
ろ

い
ろ
関
っ
て
い
た
私
に
白
羽
の
矢
が

立
っ
た
ら
し
い
。
結
果
、
諫
早
市
と

合
併
す
る
ま
で
の
六
期
二
十
二
年
間

地
域
活
動
に
尽
力
し
た
。

　
今
日
ま
で
苦
労
し
て
育
て
た
子
供

た
ち
に
助
け
ら
れ
、
妻
な
き
後
、
余

生
を
送
ら
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
と
心
か
ら
思
う
。

　
こ
の
本
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、

姪
の
犬
塚
泉
、
甥
の
犬
塚
桂
両
氏
の

特
段
の
配
慮
で
出
来
た
も
の
で
、
敬

意
を
表
し
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
た
い
。

元
長
崎
大
学
病
院
看
護
部
長
。昔
か
ら
書
く
こ

と
が
好
き
で
、昨
年
７
月
に
初
の
エ
ッ
セ
イ
集

「
か
け
が
え
の
な
い
日
々
」を
出
版
。

今
回
は
シ
リ
ー
ズ
第
二
章
と
し
て
47
話
を
集
録
。

「
弟
の
昔
話
」は
こ
の
中
の
一
編
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生
い
立
ち

青
春
期

－

戦
争
の
時
代

－

地
元
と
と
も
に

戦
後
、
国
鉄
マ
ン
と
し
て

　
二
人
姉
弟
の
私
に
は
、
五
歳
下
の
弟
が
い

る
。
弟
は
昔
の
こ
と
を
と
て
も
よ
く
覚
え
て

い
る
。
情
景
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
頃
の
人

の
心
情
も
自
分
な
り
に
解
釈
し
て
覚
え
て
い

る
の
だ
。

　
弟
も
私
と
同
じ
よ
う
に
歳
を
と
り
、
定
年

退
職
し
て
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
。
近
頃
は
私

の
夫
と
三
人
で
よ
く
会
食
に
行
く
。
酔
う
ほ

ど
に
昔
話
は
盛
り
上
が
り
、
弟
の
語
り
で
、

何
十
年
と
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
記
憶
の

数
々
が
生
き
生
き
と
動
き
出
す
。

　
い
つ
も
昔
の
生
家
の
風
景
か
ら
始
ま
る
。

祖
父
母
が
い
て
、
父
母
が
い
て
、
私
た
ち
が

小
さ
か
っ
た
頃
。
夫
も
そ
の
話
題
に
つ
い
て

い
け
る
。
夫
と
私
は
小
中
高
校
の
同
級
生
で

家
は
隣
同
士
。
ほ
と
ん
ど
し
ゃ
べ
っ
た
こ
と

も
な
か
っ
た
の
に
、
縁
あ
っ
て
夫
婦
に
な
っ

た
。
だ
か
ら
お
互
い
の
家
族
を
昔
か
ら
知
っ

て
い
て
、
結
構
共
通
の
記
憶
で
楽
し
め
る
。

も
っ
と
も
夫
は
、
外
国
人
を
嫁
に
も
ら
い
た

か
っ
た
の
に
、
な
ん
で
好
き
好
ん
で
隣
の
同

級
生
？
と
、
昔
は
よ
く
言
っ
て
い
た
。

　
昨
夜
は
い
き
な
り
弟
が
、

「
炬
燵
で
お
母
さ
ん
が
竹
の
輪
に
銀
紙
を
巻

い
て
い
た
よ
ね
」
と
語
り
出
し
た
。
私
が
小

学
生
の
頃
、「
走
れ
ト
ロ
イ
カ
」
と
い
う
曲

を
運
動
会
で
踊
っ
た
。
昔
は
そ
れ
ぞ
れ
の
家

庭
で
道
具
を
作
っ
て
い
た
か
ら
、
母
が
懸
命

に
作
っ
て
く
れ
た
の
だ
。

「
姉
さ
ん
、
ブ
ル
マ
ー
で
踊
っ
た
ね
」
と
弟

が
言
う
と
、
夫
も
愉
快
そ
う
に
「
ブ
ル
マ
ー

ね
」
と
繰
り
返
す
。
私
の
大
根
足
で
も
思
い

浮
か
べ
た
の
だ
ろ
う
。

　
私
は
残
念
な
が
ら
母
の
そ
の
姿
を
思
い
出

せ
な
い
が
、「
走
れ
ト
ロ
イ
カ
」
の
メ
ロ

デ
ィ
ー
だ
け
は
あ
り
あ
り
と
よ
み
が
え
り
、

ジ
ー
ン
と
き
た
。

　
昔
の
悲
し
い
出
来
事
も
、
言
葉
に
で
き
る

年
齢
に
な
っ
た
。
平
和
に
み
え
た
生
家
に
も

そ
れ
な
り
に
様
々
な
事
情
や
葛
藤
が
あ
っ
た

こ
と
を
、
弟
の
語
り
か
ら
初

め
て
知
る
こ
と
も
あ
る
。

ず
ー
っ
と
胸
に
抱
え
て
い
た

と
い
う
ほ
ど
大
げ
さ
な
も
の
で
も
な
い
が
、

子
供
心
に
謎
だ
っ
た
疑
問
も
、
あ
あ
そ
う

だ
っ
た
の
か
な
ん
て
氷
塊
し
た
り
す
る
。

　
弟
の
話
で
特
に
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。

「
カ
レ
ー
の
前
の
日
は
必
ず
魚
の
煮
つ
け

だ
っ
た
ね
」
と
弟
。

「
え
ー
っ
、
パ
タ
ー
ン
化
し
て
た
の
？
　
な

ん
で
？
」
と
私
。

　
昔
は
だ
し
と
言
え
ば
魚
し
か
な
か
っ
た
か

ら
、
祖
母
は
そ
の
魚
の
だ
し
で
翌
日
カ
レ
ー

を
作
っ
て
い
た
と
言
う
の
だ
。
も
ち
ろ
ん
カ

レ
ー
ル
ー
も
な
い
か
ら
、
カ
レ
ー
粉
を
溶
か

し
た
さ
ら
さ
ら
の
カ
レ
ー
。
彼
の
記
憶
力
と

意
外
す
ぎ
る
話
に
、
開
い
た
口
が
ふ
さ
が
ら

な
い
。

　
ニ
年
程
前
私
は
、「
美
味
し
い
記
憶
」
と

い
う
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
醤
油
の
コ
ン
ク
ー
ル
に

応
募
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は「
お

い
し
い
食
卓
は
家
族
の
記
憶
」。
ま
さ
に
こ

の
祖
母
が
作
っ
て
く
れ
た
昭
和
の
カ
レ
ー
の

こ
と
を
書
い
た
。
結
果
は
音
沙
汰
な
し
に
終

わ
っ
た
が
、
こ
の
弟
の
だ
し
の
話
を
入
れ
て

い
た
ら
味
付
け
抜
群
で
入
賞
だ
っ
た
か
も
と
、

ち
ょ
っ
と
残
念
。

　
そ
れ
に
し
て
も
何
故
、
私
よ
り
五
つ
も
年

下
の
彼
が
こ
ん
な
に
深
く
覚
え
て
い
て
、
私

の
記
憶
は
抜
け
落
ち
て
い
る
の
か
。
記
憶
力

の
問
題
な
の
か
、
人
生
へ
の
向
き
合
い
方
な

の
か
。

　
な
ん
に
せ
よ
、
こ
う
い
う
昔
の
回
想
は
認

知
症
予
防
に
と
て
も
い
い
ら
し
い
。

　
弟
の
脳
に
は
ま
だ
ま
だ
物
語
が
眠
っ
て
い

そ
う
。
次
の
語
り
に
は
何
が
飛
び
出
す
か
、

今
か
ら
楽
し
み
だ
。

弟
の
昔
話

かけがえの
ない日々
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平
成
二
十
七
年
夏
、
妻
が
入
院
し
、

自
身
も
一
人
暮
ら
し
は
不
可
能
と
考

え
て
入
院
と
な
っ
た
。
入
院
中
に
ふ

と
幼
い
頃
の
思
い
出
が
浮
か
び
、
退

屈
し
の
ぎ
に
雑
用
紙
に
書
い
て
み
た
。

高
齢
に
な
っ
た
今
で
は
直
前
に
見
た

こ
と
や
聞
い
た
こ
と
で
も
な
か
な
か

思
い
出
せ
な
い
こ
と
ば
か
り
だ
が
、

昔
の
こ
と
は
新
し
く
蘇
っ
て
来
る
も

の
も
多
い
。
私
は
米
寿
を
迎
え
る
ま

で
に
い
ろ
い
ろ
な
方
々
に
有
形
無
形

の
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
に

は
多
少
で
も
お
返
し
を
し
な
け
れ
ば

と
思
い
、
そ
れ
が
自
分
の
人
生
で
も

あ
っ
た
。

　
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
長
崎
県

喜
々
津
村
生
ま
れ
。
先
祖
代
々
の
農

家
の
長
男
と
し
て
、
子
供
の
頃
か
ら

畑
仕
事
、
炭
焼
き
、
リ
ヤ
カ
ー
で
の

行
商
な
ど
家
の
手
伝
い
を
よ
く
し
て

い
た
。
兄
弟
が
四
人
い
た
が
、
小
学

校
の
運
動
会
で
兄
弟
四
人
で
一
組
の

リ
レ
ー
種
目
に
出
場
し
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
卒
業
式
で
は
代
表
で
答
辞

を
読
ん
だ
。

　
卒
業
後
の
進
路
は
、
親
に
負
担
が

か
か
ら
ぬ
よ
う
に
勉
強
し
な
が
ら
給

金
が
も
ら
え
兵
役
も
短
縮
さ
れ
る
と

い
う
佐
世
保
の
海
軍
工
廠
の
工
員
養

成
所
を
受
験
し
、
入
所
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
九
州
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

同
期
生
は
秀
才
揃
い
だ
っ
た
。
難
し

い
授
業
や
実
習
で
く
た
く
た
だ
っ
た

が
、
同
期
に
遅
れ
を
と
り
た
く
な

か
っ
た
の
で
、
潜
水
艦
用
の
電
球
の

明
か
り
で
、
夜
中
着
布
団
を
被
り
眠

い
目
を
こ
す
り
な
が
ら
自
習
を
し
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　
十
八
年
四
月
に
は
大
村
に
も
養
成

所
が
で
き
移
動
し
た
も
の
の
戦
局
悪

化
の
た
め
、
十
月
繰
り
上
げ
卒
業
と

な
り
、
海
軍
航
空
廠
の
一
員
と
な
っ

た
。
翌
年
四
月
、
佐
世
保
海
兵
団
に

入
団
し
兵
役
に
つ
く
。
戦
場
へ
向
け

て
の
特
訓
の
連
続
で
、
三
ヶ
月
半
の

新
兵
教
育
を
受
け
、
私
は
千
葉
県
館

山
市
へ
派
遣
さ
れ
た
あ
と
満
期
と
な

り
、
終
戦
は
佐
世
保
で
迎
え
る
こ
と

と
な
る
。
や
っ
と
戦
争
が
終
っ
た
と

い
う
感
慨
と
共
に
何
で
も
っ
と
早
く

や
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
と
思
っ
た
。

　
戦
後
は
知
人
の
紹
介
で
、

国
鉄
喜
々
津
駅
に
就
職
す
る
。

入
っ
た
ば
か
り
の
私
は
さ
ま

ざ
ま
な
雑
用
を
こ
な
し
た
が
、

電
信
掛
が
国
鉄
の
駅
の
中
で

は
出
世
コ
ー
ス
と
知
り
、
大

分
県
の
杵
築
分
教
所
で
十
ヶ
月
に
亘

り
技
術
の
修
得
に
励
ん
だ
が
、
食
糧

事
情
は
良
く
な
く
、
い
つ
も
腹
を
空

か
せ
て
い
た
。
卒
業
後
は
、
長
与
に

あ
っ
た
長
崎
管
理
部
電
務
区
電
信
掛
、

門
鉄
早
岐
輸
送
長
、
早
岐
分
室
電
信

掛
を
経
て
、
昭
和
二
十
八
年
に
諫
早

駅
出
札
兼
電
信
掛
と
な
る
。
戦
中
戦

後
に
勉
強
し
た
く
て
も
生
活
す
る
こ

と
で
精
一
杯
の
頃
か
ら
比
べ
る
と
少

し
余
裕
が
と
れ
る
時
代
に
な
っ
た
の

で
、
二
十
七
歳
に
し
て
諫
早
高
校
夜

間
部
に
入
学
。
本
職
と
家
の
農
家
の

手
伝
い
も
し
な
が
ら
の
通
学
は
、
寸

分
の
暇
も
持
ち
得
な
い
期
間
だ
っ
た

が
、
良
き
師
、
良
き
友
を
得
、
人
生

の
大
切
な
勉
強
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
昭
和
三
十
二
年
四
月
に
結
婚
。
国

鉄
旅
行
に
は
家
族
に
も
一
年
に
十
日

間
の
無
料
パ
ス
が
付
与
さ
れ
る
制
度

が
あ
っ
た
の
で
、
諫
早
駅
か
ら
寝
台

急
行
雲
仙
号
に
乗
り
、
名
勝
日
光
、

東
京
、
お
伊
勢
参
り
、
大
阪
、
京
都

見
物
と
列
車
で
の
七
日
間
の
旅
は
思

い
出
半
分
、
疲
れ
半
分
で
帰
宅
し
た
。

　
三
ヶ
月
後
の
七
月
二
十
五
日
、
私

犬
塚
秀
一 

自
伝

は
労
働
組
合
の
代
議
員
と
し
て
嬉
野

へ
泊
り
が
け
で
参
加
し
て
い
た
。
夕

方
大
雨
で
諫
早
が
大
変
な
こ
と
に

な
っ
て
い
る
と
ニ
ュ
ー
ス
で
知
る
。

翌
朝
急
い
で
嬉
野
を
出
発
し
た
が
、

汽
車
や
バ
ス
も
途
中
ま
で
で
、
諫
早

駅
へ
辿
り
着
け
た
の
が
夕
方
だ
っ
た
。

駅
は
周
り
よ
り
高
く
な
っ
て
い
た
の

で
水
に
は
浸
ら
な
か
っ
た
が
、
周
囲

は
大
変
だ
っ
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
々
が
避
難
し
て
き
て
駅
は
救
護
所

の
よ
う
だ
っ
た
。

　
諫
早
駅
に
は
退
職
す
る
ま
で
三
十

年
近
く
勤
め
た
。
四
十
年
間
勤
務
し

た
国
鉄
も
昭
和
五
十
八
年
に
定
年
退

職
と
な
る
。
こ
れ
か
ら
は
農
業
に
専

念
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
矢
先
、
地

区
の
区
長
が
来
て
、
い
き
な
り
（
多

良
町
町
会
議
員
）
選
挙
に
出
て
く
れ

と
言
わ
れ
る
。
地
区
の
活
動
に
い
ろ

い
ろ
関
っ
て
い
た
私
に
白
羽
の
矢
が

立
っ
た
ら
し
い
。
結
果
、
諫
早
市
と

合
併
す
る
ま
で
の
六
期
二
十
二
年
間

地
域
活
動
に
尽
力
し
た
。

　
今
日
ま
で
苦
労
し
て
育
て
た
子
供

た
ち
に
助
け
ら
れ
、
妻
な
き
後
、
余

生
を
送
ら
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。
あ

り
が
た
い
こ
と
だ
と
心
か
ら
思
う
。

　
こ
の
本
の
編
集
に
あ
た
っ
て
は
、

姪
の
犬
塚
泉
、
甥
の
犬
塚
桂
両
氏
の

特
段
の
配
慮
で
出
来
た
も
の
で
、
敬

意
を
表
し
深
甚
の
謝
意
を
捧
げ
た
い
。

元
長
崎
大
学
病
院
看
護
部
長
。昔
か
ら
書
く
こ

と
が
好
き
で
、昨
年
７
月
に
初
の
エ
ッ
セ
イ
集

「
か
け
が
え
の
な
い
日
々
」を
出
版
。

今
回
は
シ
リ
ー
ズ
第
二
章
と
し
て
47
話
を
集
録
。

「
弟
の
昔
話
」は
こ
の
中
の
一
編

●
●
●
●
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生
い
立
ち

結
婚
へ

日
の
出
町
の
無
線
が
丘

俳
句
道

・
・

か
し
ら
じ
ま

た
く  

ま

エッセイ集

福永玲子 著

　
幼
い
時
か
ら
、
ず
っ
と
頭
を
離
れ

な
い
父
の
姿
は
い
つ
も
ダ
ン
デ
ィ

だ
っ
た
。
一
番
先
に
生
ま
れ
た
長
女

の
役
得
で
、
他
の
き
ょ
う
だ
い
よ
り

多
く
父
の
姿
を
見
て
来
た
。
夏
に
な

れ
ば
麻
の
ス
ー
ツ
、
パ
ナ
マ
帽
、
浴

衣
の
時
は
カ
ン
カ
ン
帽
、
し
ゃ
れ
て

い
た
。
冬
は
マ
ン
ト
、
オ
ー
バ
ー
に

ソ
フ
ト
、
本
当
に
お
し
ゃ
れ
だ
っ
た
。

　
役
所
勤
め
だ
っ
た
の
で
、
冬
は
黒

の
官
服
。
夏
は
白
の
官
服
。
そ
れ
に

警
官
の
よ
う
な
つ
ば
の
つ
い
た
帽
子
、

も
ち
ろ
ん
冬
は
黒
、
夏
は
白
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
祭
日
と
か
何
か
特
別
の

日
の
正
装
は
、
短
剣
を
さ
げ
て
い
た
。

父
は
半
任
官
だ
っ
た
の
で
短
剣
、
も

う
少
し
偉
く
な
る
と
将
校
待
遇
の

サ
ー
ベ
ル
、
肩
章
も
位
が
上
が
る
と

模
様
の
と
こ
ろ
が
金
や
銀
の
モ
ー
ル

で
刺
繍
さ
れ
る
の
で
中
々
華
や
か

だ
っ
た
。
父
は
終
戦
後
す
ぐ
亡
く

な
っ
た
の
で
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
憧

れ
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
私

と
し
て
は
、
麻
の
ス
ー
ツ
の
方
が
憧

れ
の
父
だ
っ
た
。
台
北
の
静
か
な
風

景
に
は
、
や
は
り
平
和
な
服
装
が
良

い
。

　
五
人
の
子
供
及
び
母
の
ふ
だ
ん
着

は
、
洋
裁
な
ん
て
知
ら
な
い
母
が

作
っ
て
い
た
。

　
幼
い
時
か
ら
不
思
議
だ
っ
た
が
、

何
故
か
家
に
は
足
踏
ミ
シ
ン
が
坐
っ

て
い
た
。
お
か
げ
で
洋
裁
の
出
来
な

い
母
の
手
作
り
で
私
達
子
供
は
育
っ

た
。
布
は
父
が
デ
パ
ー
ト
で
買
っ
て

来
て
、
家
で
適
当
に
裁
ち
そ
れ
を
母

が
縫
っ
た
。
昔
の
母
族
は
魔
法
使
い

だ
っ
た
。
ち
な
み
に
家
の
ミ
シ
ン
は

昔
な
つ
か
し
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
で
、

子
供
の
服
は
母
が
縫
う
も
の
と
思
い

こ
ん
で
い
た
。
魔
法
使
い
と
ダ
ン

デ
ィ
が
そ
ろ
っ
て
、
わ
が
家
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
完
璧
だ
っ
た
。

　
む
か
し
む
か
し
の
話
を
ひ
と
つ
。

記
念
樹
と
い
う
べ
き
か
家
の
庭
に
山

で
も
な
い
の
に
大
き
な
椎
の
木
が

立
っ
て
い
る
。
本
来
は
山
に
生
え
て

い
る
筈
だ
っ
た
。
そ
の
頃
は
ま
だ
新

婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
、
二
人
で
足
元
も
軽
や

か
に
近
場
の
探
訪
に
明
け
暮
れ
て
い

た
が
あ
る
時
、
突
然
茂
木
に
行
っ
て

み
よ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た
。
愛
宕

か
ら
茂
木
と
言
え
ば
ス
グ
ソ
コ
と
思

う
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
車
酔
い

を
す
る
の
で
、半
分
は
命
が
け
、又
々

大
げ
さ
な
と
い
わ
れ
る
節
も
あ
る
け

れ
ど
…
茂
木
へ
の
道
は
両
側
か
ら
木

が
生
い
茂
り
ま
る
で
避
暑
地
の
様
な

趣
き
、
し
か
し
カ
ー
ブ
が
意
外
と
多

い
、
当
然
な
が
ら
私
は
半
死
半
生
と

な
る
。
車
か
ら
降
り
山
添
い
の
丘
に

登
っ
た
。
昔
は
灯
台
の
役
目
を
し
て

い
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
常
夜
灯
が

あ
り
、
そ
の
位
置
か
ら
は
雲
仙
や
天

草
の
島
影
も
見
え
素
晴
ら
し
い
。
足

元
の
何
の
実
か
不
明
な
が
ら
思
わ
ず

拾
い
旅
の
記
念
に
し
た
。
思
え
ば
新

婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
だ
っ
た
の
で
、
見
る
も

の
す
べ
て
美
し
く
感
じ
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
美
し
く
整
備
さ
れ
て
い

た
ら
、
そ
れ
で
美
し
い
の
が
当
り
前

な
の
だ
が
、
自
然
の
も
の
は
た
と
え

露
草
の
一
本
ま
で
心
が
洗
わ
れ
る
よ

う
だ
。

　
家
に
着
き
、
さ
っ
そ
く
椎
の
実
を

栗
の
よ
う
に
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
っ
た
。

美
味
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
が

記
念
と
思
う
事
に
し
た
。

　
山
か
ら
連
れ
て
来
た
実
は
庭
に
投

げ
た
。
何
年
か
た
っ
て
庭
に
見
知
ら

ぬ
山
の
木
が
一
米
五
十
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
の
枝
を
揺
ら
し
て
い
た
。
何
と
庭

に
投
げ
た
椎
の
実
だ
っ
た
。
今
は
も

う
大
樹
と
な
り
夏
の
庭
を
わ
が
も
の

顔
に
そ
び
え
て
い
る
。
元
気
で
、
葉

は
よ
く
茂
り
だ
ん
だ
ん
手
に
お
え
な

く
な
っ
て
来
た
が
、
あ
の
日
の
思
い

出
の
た
め
の
存
在
の
よ
う
で
愛
お
し

い
。

さらば二足の靴
■
■
判型：A5判
頁数：136頁

製本：無線綴カバー付
定価：非売品

■
■

ダ
ン
デ
ィ
と
魔
法
使
い

両親と著者

　
著
者
は
長
年
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
誌
に
毎
月
エ
ッ
セ
イ
を
投
稿
さ

れ
て
い
ま
す
。
家
族
や
ふ
る
さ
と
、

身
の
ま
わ
り
の
こ
と
、
そ
し
て
御
主

人
と
の
旅
の
思
い
出
な
ど…

。
残
念

な
が
ら
夫
の
信
太
郎
さ
ん
が
昨
年
末

に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　「
短
歌
と
エ
ッ
セ
イ
は
止
め
る
な

よ
」
と
遺
言
め
い
た
言
葉
を
残
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
大
切
な
そ
の
思

い
を
込
め
て
今
回
は
、
平
成
23
年
10

月
か
ら
29
年
１
月
ま
で
を
、
二
足
の

靴
第
３
集
と
し
て
の
発
刊
で
す
。
本

書
63
話
の
中
か
ら
、
２
話
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
表
紙
は
お
孫
さ
ん
の
福

永
り
ょ
う
さ
ん
の
作
で
す
。

　
め
く
る
め
く
君
に
添
い
来
て
六
十

年
走
馬
灯
の
如
き
ひ
と
世
か
　玲
子

　
福
永
玲
子

昭
和
３
年
　
台
北
生
ま
れ

　
　
52
年
　
水
甕
同
人
、あ
す
な
ろ
入
社

　
　
　
　
　
あ
す
な
ろ
社
相
談
役

著
書
　「
歌
と
日
記
　
台
湾
時
代
」「
歌

集
四
季
の
旋
律
」「
エ
ッ
セ
イ

集
二
足
の
靴
」「
エ
ッ
セ
イ
集

二
足
の
靴
Ⅱ
」

■

記
念
樹
は
椎

■
■
■

判型：四六判
頁数：134頁
製本：上製本
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句
集

河
井
雄
治
・
ス
エ
子

　
昭
和
十
四
年
、
私
の
夫
河
井
雄
治

は
北
九
州
の
若
松
で
生
ま
れ
、
戦
時

疎
開
で
祖
父
母
の
実
家
の
あ
る
岡
山

県
頭
島
で
少
年
期
を
過
し
ま
す
。

　
小
学
校
五
年
の
時
、
父
の
戦
死
公

報
が
入
り
、
母
と
二
人
で
若
松
の
役

場
ま
で
遺
骨
の
な
い
木
片
入
り
の
木

箱
を
受
け
取
り
に
行
き
ま
す
。
母
は

そ
の
木
箱
を
抱
い
て
号
泣
し
た
と
言

い
ま
す
。

　
高
校
は
奨
学
金
で
行
け
る
香
川
県

の
国
立
詫
間
電
波
高
校
で
寮
生
活
を

送
り
、
昭
和
三
十
三
年
電
電
公
社
に

入
社
。
翌
年
、
諫
早
の
長
崎
無
線
電

報
局
へ
配
属
、
無
線
通
信
士
と
し
て

勤
務
し
ま
す
。

　
一
方
、
私
は
四
歳
の
時
に
満
州
か

ら
引
揚
げ
て
来
ま
し
た
。
菓
子
職
人

だ
っ
た
父
は
、
昭
和
二
十
三
年
、
諫

早
駅
前
通
り
に
菓
子
舗
を
開
店
し
ま

す
。

　
昭
和
三
十
二
年
、
諫
早
商
業
高
校

に
進
み
ま
す
が
、
そ
の
年
の
七
月
二

十
五
日
、
諫
早
大
水
害
に
遭
遇
し
、

松
竹
菓
子
舗
は
全
壊
し
ま
し
た
が
、

翌
年
に
は
新
装
開
店
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
就
職
は
友
人
か
ら
「
電

電
公
社
」「
電
話
交
換
手
」
を
す
す
め

ら
れ
て
い
っ
し
ょ
に
受
け
て
、
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
四
月
、

自
宅
か
ら
諫
早
電
報
電
話
局
へ
通
勤
。

電
話
の
加
入
者
が
増
え
て
い
く
た
び
、

交
換
台
も
交
換
手
も
増
え
て
ゆ
き
ま

し
た
。
高
度
経
済
成
長
の
時
代
で
し
た
。

　
職
場
の
内
外
で
は
労
働
組
合
の
活

動
も
盛
ん
で
、
青
年
部
、
婦
人
部
の

交
流
も
多
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
二
人

は
交
際
か
ら
結
婚
へ
と
歩
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
結
婚
式
の
当
日
、
私
の
住
む
諫
早

駅
前
通
り
で
、
ま
さ
か
の
火
事
が
発
生
。

騒
然
と
す
る
中
を
花
嫁
衣
装
で
家
を

出
ま
し
た
。
そ
の
た
め
招
待
し
て
い

た
近
所
の
方
々
は
来
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
「
前
途
多
難
…
」
の
感
を
深

く
し
ま
し
た
。
結
婚
式
は
五
百
円
の

会
員
制
で
、
実
行
委
員
会
、
サ
ー
ク
ル
、

職
場
の
方
々
が
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
余
興
が
楽
し

か
っ
た
こ
と
。
極
め
つ
け
は
メ
リ
ヤ

ス
の
長
襦
袢
と
パ
ッ
チ
を
履
い
た
二

人
組
（
二
羽
）
の
白
鳥
が
舞
う
〝
白

鳥
の
湖
〞
で
し
た
。
道
具
屋
の
仲
居

さ
ん
ま
で
出
て
来
て
拍
手
を
す
る
ほ

ど
、
会
場
は
笑
い
の
渦
で
し
た
。

　
夫
の
呑
み
屋
の
つ
け
と
奨
学
金
の

返
済
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
新
婚
生
活
で

し
た
。
共
働
き
で
三
人
の
子
ど
も
の

育
児
は
と
て
も
大
変
で
し
た
。
三
人

の
息
子
が
保
育
所
を
卒
業
し
た
日
は
、

人
生
の
解
放
の
日
ぐ
ら
い
に
思
え
ま

し
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
無
線
局
の
近
く
に

マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
、
子
ど
も
達
は

成
長
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
に
電
電
公
社
か
ら

N
T
T
と
な
り
、
電
気
通
信
事
業
は

自
由
化
さ
れ
ま
し
た
。
電
話
は
共
電

式
か
ら
自
動
化
さ
れ
、
現
在
に
至
る

ま
で
目
ま
ぐ
る
し
く
進
化
し
つ
づ
け

て
い
ま
す
。

　
平
成
十
一
年
、
長
崎
無
線
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
使
命
を
終
え

モ
ー
ル
ス
通
信
は
終
焉
を
迎
え
ま
し

た
。
今
は
あ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の

中
で
、
家
族
共
々
育
て
ら
れ
、
多
く

の
仲
間
に
支
え
ら
れ
生
活
で
き
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

閉
局
の
朝
に
群
れ
咲
く
螢
草

　
夫
は
定
年
退
職
後
、
俳
句
に
短
歌

に
と
古
本
を
買
い
込
ん
で
、
公
民
館

講
座
や
句
会
へ
勇
ん
で
出
か
け
て
い

き
ま
し
た
。

石
佛
に
合
は
せ
た
る
手
に
木
の
実
ふ
る

　
N
H
K
全
国
俳
句
大
会
入
選
句
に

選
ば
れ
、
東
京
の
N
H
K
ホ
ー
ル
に

招
か
れ
、
二
人
で
勇
ん
で
出
か
け
ま

し
た
。
次
に
中
国
三
峽
下
り
に
誘
わ

れ
ま
し
た
。

菜
の
花
や
靄
の
果
て
ま
で
武
漢
道

　
残
念
な
こ
と
に
、
六
十
七
歳
に
な
っ

た
時
に
脳
内
出
血
で
倒
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
仲
秋
の
名
月
が
近
づ
く
あ
る
秋
の

夜
、
空
を
見
上
げ
る
と
満
天
の
空
に

月
が
冴
え
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。「
ほ

ら
！
お
月
様
が
き
れ
い
よ
」
と
私
が

言
う
と
、
夫
は
、

澄
み
た
る
を
妻
と
語
ら
う
十
三
夜

と
詠
み
ま
し
た
。

長崎無線電報サービスセンター　１９９０年代の桜並木
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生
い
立
ち

結
婚
へ

日
の
出
町
の
無
線
が
丘

俳
句
道

・
・

か
し
ら
じ
ま

た
く  

ま

エッセイ集

福永玲子 著

　
幼
い
時
か
ら
、
ず
っ
と
頭
を
離
れ

な
い
父
の
姿
は
い
つ
も
ダ
ン
デ
ィ

だ
っ
た
。
一
番
先
に
生
ま
れ
た
長
女

の
役
得
で
、
他
の
き
ょ
う
だ
い
よ
り

多
く
父
の
姿
を
見
て
来
た
。
夏
に
な

れ
ば
麻
の
ス
ー
ツ
、
パ
ナ
マ
帽
、
浴

衣
の
時
は
カ
ン
カ
ン
帽
、
し
ゃ
れ
て

い
た
。
冬
は
マ
ン
ト
、
オ
ー
バ
ー
に

ソ
フ
ト
、
本
当
に
お
し
ゃ
れ
だ
っ
た
。

　
役
所
勤
め
だ
っ
た
の
で
、
冬
は
黒

の
官
服
。
夏
は
白
の
官
服
。
そ
れ
に

警
官
の
よ
う
な
つ
ば
の
つ
い
た
帽
子
、

も
ち
ろ
ん
冬
は
黒
、
夏
は
白
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
祭
日
と
か
何
か
特
別
の

日
の
正
装
は
、
短
剣
を
さ
げ
て
い
た
。

父
は
半
任
官
だ
っ
た
の
で
短
剣
、
も

う
少
し
偉
く
な
る
と
将
校
待
遇
の

サ
ー
ベ
ル
、
肩
章
も
位
が
上
が
る
と

模
様
の
と
こ
ろ
が
金
や
銀
の
モ
ー
ル

で
刺
繍
さ
れ
る
の
で
中
々
華
や
か

だ
っ
た
。
父
は
終
戦
後
す
ぐ
亡
く

な
っ
た
の
で
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
憧

れ
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
私

と
し
て
は
、
麻
の
ス
ー
ツ
の
方
が
憧

れ
の
父
だ
っ
た
。
台
北
の
静
か
な
風

景
に
は
、
や
は
り
平
和
な
服
装
が
良

い
。

　
五
人
の
子
供
及
び
母
の
ふ
だ
ん
着

は
、
洋
裁
な
ん
て
知
ら
な
い
母
が

作
っ
て
い
た
。

　
幼
い
時
か
ら
不
思
議
だ
っ
た
が
、

何
故
か
家
に
は
足
踏
ミ
シ
ン
が
坐
っ

て
い
た
。
お
か
げ
で
洋
裁
の
出
来
な

い
母
の
手
作
り
で
私
達
子
供
は
育
っ

た
。
布
は
父
が
デ
パ
ー
ト
で
買
っ
て

来
て
、
家
で
適
当
に
裁
ち
そ
れ
を
母

が
縫
っ
た
。
昔
の
母
族
は
魔
法
使
い

だ
っ
た
。
ち
な
み
に
家
の
ミ
シ
ン
は

昔
な
つ
か
し
シ
ン
ガ
ー
ミ
シ
ン
で
、

子
供
の
服
は
母
が
縫
う
も
の
と
思
い

こ
ん
で
い
た
。
魔
法
使
い
と
ダ
ン

デ
ィ
が
そ
ろ
っ
て
、
わ
が
家
の

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
完
璧
だ
っ
た
。

　
む
か
し
む
か
し
の
話
を
ひ
と
つ
。

記
念
樹
と
い
う
べ
き
か
家
の
庭
に
山

で
も
な
い
の
に
大
き
な
椎
の
木
が

立
っ
て
い
る
。
本
来
は
山
に
生
え
て

い
る
筈
だ
っ
た
。
そ
の
頃
は
ま
だ
新

婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
、
二
人
で
足
元
も
軽
や

か
に
近
場
の
探
訪
に
明
け
暮
れ
て
い

た
が
あ
る
時
、
突
然
茂
木
に
行
っ
て

み
よ
う
と
い
う
事
に
な
っ
た
。
愛
宕

か
ら
茂
木
と
言
え
ば
ス
グ
ソ
コ
と
思

う
か
も
し
れ
な
い
が
、
私
は
車
酔
い

を
す
る
の
で
、半
分
は
命
が
け
、又
々

大
げ
さ
な
と
い
わ
れ
る
節
も
あ
る
け

れ
ど
…
茂
木
へ
の
道
は
両
側
か
ら
木

が
生
い
茂
り
ま
る
で
避
暑
地
の
様
な

趣
き
、
し
か
し
カ
ー
ブ
が
意
外
と
多

い
、
当
然
な
が
ら
私
は
半
死
半
生
と

な
る
。
車
か
ら
降
り
山
添
い
の
丘
に

登
っ
た
。
昔
は
灯
台
の
役
目
を
し
て

い
た
の
で
は
と
思
わ
れ
る
常
夜
灯
が

あ
り
、
そ
の
位
置
か
ら
は
雲
仙
や
天

草
の
島
影
も
見
え
素
晴
ら
し
い
。
足

元
の
何
の
実
か
不
明
な
が
ら
思
わ
ず

拾
い
旅
の
記
念
に
し
た
。
思
え
ば
新

婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
だ
っ
た
の
で
、
見
る
も

の
す
べ
て
美
し
く
感
じ
ら
れ
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
美
し
く
整
備
さ
れ
て
い

た
ら
、
そ
れ
で
美
し
い
の
が
当
り
前

な
の
だ
が
、
自
然
の
も
の
は
た
と
え

露
草
の
一
本
ま
で
心
が
洗
わ
れ
る
よ

う
だ
。

　
家
に
着
き
、
さ
っ
そ
く
椎
の
実
を

栗
の
よ
う
に
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
っ
た
。

美
味
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
が

記
念
と
思
う
事
に
し
た
。

　
山
か
ら
連
れ
て
来
た
実
は
庭
に
投

げ
た
。
何
年
か
た
っ
て
庭
に
見
知
ら

ぬ
山
の
木
が
一
米
五
十
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
の
枝
を
揺
ら
し
て
い
た
。
何
と
庭

に
投
げ
た
椎
の
実
だ
っ
た
。
今
は
も

う
大
樹
と
な
り
夏
の
庭
を
わ
が
も
の

顔
に
そ
び
え
て
い
る
。
元
気
で
、
葉

は
よ
く
茂
り
だ
ん
だ
ん
手
に
お
え
な

く
な
っ
て
来
た
が
、
あ
の
日
の
思
い

出
の
た
め
の
存
在
の
よ
う
で
愛
お
し

い
。

さらば二足の靴
■
■
判型：A5判
頁数：136頁

製本：無線綴カバー付
定価：非売品

■
■

ダ
ン
デ
ィ
と
魔
法
使
い

両親と著者

　
著
者
は
長
年
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
誌
に
毎
月
エ
ッ
セ
イ
を
投
稿
さ

れ
て
い
ま
す
。
家
族
や
ふ
る
さ
と
、

身
の
ま
わ
り
の
こ
と
、
そ
し
て
御
主

人
と
の
旅
の
思
い
出
な
ど…

。
残
念

な
が
ら
夫
の
信
太
郎
さ
ん
が
昨
年
末

に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。

　「
短
歌
と
エ
ッ
セ
イ
は
止
め
る
な

よ
」
と
遺
言
め
い
た
言
葉
を
残
さ
れ

て
い
た
そ
う
で
す
。
大
切
な
そ
の
思

い
を
込
め
て
今
回
は
、
平
成
23
年
10

月
か
ら
29
年
１
月
ま
で
を
、
二
足
の

靴
第
３
集
と
し
て
の
発
刊
で
す
。
本

書
63
話
の
中
か
ら
、
２
話
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
表
紙
は
お
孫
さ
ん
の
福

永
り
ょ
う
さ
ん
の
作
で
す
。

　
め
く
る
め
く
君
に
添
い
来
て
六
十

年
走
馬
灯
の
如
き
ひ
と
世
か
　玲
子

　
福
永
玲
子

昭
和
３
年
　
台
北
生
ま
れ

　
　
52
年
　
水
甕
同
人
、あ
す
な
ろ
入
社

　
　
　
　
　
あ
す
な
ろ
社
相
談
役

著
書
　「
歌
と
日
記
　
台
湾
時
代
」「
歌

集
四
季
の
旋
律
」「
エ
ッ
セ
イ

集
二
足
の
靴
」「
エ
ッ
セ
イ
集

二
足
の
靴
Ⅱ
」

■

記
念
樹
は
椎

■
■
■

判型：四六判
頁数：134頁
製本：上製本

Kawai
Yuji-Sueko

句
集

河
井
雄
治
・
ス
エ
子

　
昭
和
十
四
年
、
私
の
夫
河
井
雄
治

は
北
九
州
の
若
松
で
生
ま
れ
、
戦
時

疎
開
で
祖
父
母
の
実
家
の
あ
る
岡
山

県
頭
島
で
少
年
期
を
過
し
ま
す
。

　
小
学
校
五
年
の
時
、
父
の
戦
死
公

報
が
入
り
、
母
と
二
人
で
若
松
の
役

場
ま
で
遺
骨
の
な
い
木
片
入
り
の
木

箱
を
受
け
取
り
に
行
き
ま
す
。
母
は

そ
の
木
箱
を
抱
い
て
号
泣
し
た
と
言

い
ま
す
。

　
高
校
は
奨
学
金
で
行
け
る
香
川
県

の
国
立
詫
間
電
波
高
校
で
寮
生
活
を

送
り
、
昭
和
三
十
三
年
電
電
公
社
に

入
社
。
翌
年
、
諫
早
の
長
崎
無
線
電

報
局
へ
配
属
、
無
線
通
信
士
と
し
て

勤
務
し
ま
す
。

　
一
方
、
私
は
四
歳
の
時
に
満
州
か

ら
引
揚
げ
て
来
ま
し
た
。
菓
子
職
人

だ
っ
た
父
は
、
昭
和
二
十
三
年
、
諫

早
駅
前
通
り
に
菓
子
舗
を
開
店
し
ま

す
。

　
昭
和
三
十
二
年
、
諫
早
商
業
高
校

に
進
み
ま
す
が
、
そ
の
年
の
七
月
二

十
五
日
、
諫
早
大
水
害
に
遭
遇
し
、

松
竹
菓
子
舗
は
全
壊
し
ま
し
た
が
、

翌
年
に
は
新
装
開
店
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
就
職
は
友
人
か
ら
「
電

電
公
社
」「
電
話
交
換
手
」
を
す
す
め

ら
れ
て
い
っ
し
ょ
に
受
け
て
、
採
用

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
五
年
四
月
、

自
宅
か
ら
諫
早
電
報
電
話
局
へ
通
勤
。

電
話
の
加
入
者
が
増
え
て
い
く
た
び
、

交
換
台
も
交
換
手
も
増
え
て
ゆ
き
ま

し
た
。
高
度
経
済
成
長
の
時
代
で
し
た
。

　
職
場
の
内
外
で
は
労
働
組
合
の
活

動
も
盛
ん
で
、
青
年
部
、
婦
人
部
の

交
流
も
多
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
二
人

は
交
際
か
ら
結
婚
へ
と
歩
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
結
婚
式
の
当
日
、
私
の
住
む
諫
早

駅
前
通
り
で
、
ま
さ
か
の
火
事
が
発
生
。

騒
然
と
す
る
中
を
花
嫁
衣
装
で
家
を

出
ま
し
た
。
そ
の
た
め
招
待
し
て
い

た
近
所
の
方
々
は
来
れ
な
く
な
っ
て

し
ま
い
「
前
途
多
難
…
」
の
感
を
深

く
し
ま
し
た
。
結
婚
式
は
五
百
円
の

会
員
制
で
、
実
行
委
員
会
、
サ
ー
ク
ル
、

職
場
の
方
々
が
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
そ
の
時
の
余
興
が
楽
し

か
っ
た
こ
と
。
極
め
つ
け
は
メ
リ
ヤ

ス
の
長
襦
袢
と
パ
ッ
チ
を
履
い
た
二

人
組
（
二
羽
）
の
白
鳥
が
舞
う
〝
白

鳥
の
湖
〞
で
し
た
。
道
具
屋
の
仲
居

さ
ん
ま
で
出
て
来
て
拍
手
を
す
る
ほ

ど
、
会
場
は
笑
い
の
渦
で
し
た
。

　
夫
の
呑
み
屋
の
つ
け
と
奨
学
金
の

返
済
か
ら
ス
タ
ー
ト
の
新
婚
生
活
で

し
た
。
共
働
き
で
三
人
の
子
ど
も
の

育
児
は
と
て
も
大
変
で
し
た
。
三
人

の
息
子
が
保
育
所
を
卒
業
し
た
日
は
、

人
生
の
解
放
の
日
ぐ
ら
い
に
思
え
ま

し
た
。

　
昭
和
五
十
一
年
無
線
局
の
近
く
に

マ
イ
ホ
ー
ム
を
建
て
、
子
ど
も
達
は

成
長
し
て
ゆ
き
ま
す
。

　
昭
和
六
十
年
に
電
電
公
社
か
ら

N
T
T
と
な
り
、
電
気
通
信
事
業
は

自
由
化
さ
れ
ま
し
た
。
電
話
は
共
電

式
か
ら
自
動
化
さ
れ
、
現
在
に
至
る

ま
で
目
ま
ぐ
る
し
く
進
化
し
つ
づ
け

て
い
ま
す
。

　
平
成
十
一
年
、
長
崎
無
線
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
使
命
を
終
え

モ
ー
ル
ス
通
信
は
終
焉
を
迎
え
ま
し

た
。
今
は
あ
の
豊
か
な
自
然
環
境
の

中
で
、
家
族
共
々
育
て
ら
れ
、
多
く

の
仲
間
に
支
え
ら
れ
生
活
で
き
た
こ

と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

閉
局
の
朝
に
群
れ
咲
く
螢
草

　
夫
は
定
年
退
職
後
、
俳
句
に
短
歌

に
と
古
本
を
買
い
込
ん
で
、
公
民
館

講
座
や
句
会
へ
勇
ん
で
出
か
け
て
い

き
ま
し
た
。

石
佛
に
合
は
せ
た
る
手
に
木
の
実
ふ
る

　
N
H
K
全
国
俳
句
大
会
入
選
句
に

選
ば
れ
、
東
京
の
N
H
K
ホ
ー
ル
に

招
か
れ
、
二
人
で
勇
ん
で
出
か
け
ま

し
た
。
次
に
中
国
三
峽
下
り
に
誘
わ

れ
ま
し
た
。

菜
の
花
や
靄
の
果
て
ま
で
武
漢
道

　
残
念
な
こ
と
に
、
六
十
七
歳
に
な
っ

た
時
に
脳
内
出
血
で
倒
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　
仲
秋
の
名
月
が
近
づ
く
あ
る
秋
の

夜
、
空
を
見
上
げ
る
と
満
天
の
空
に

月
が
冴
え
か
え
っ
て
い
ま
し
た
。「
ほ

ら
！
お
月
様
が
き
れ
い
よ
」
と
私
が

言
う
と
、
夫
は
、

澄
み
た
る
を
妻
と
語
ら
う
十
三
夜

と
詠
み
ま
し
た
。

長崎無線電報サービスセンター　１９９０年代の桜並木

新装開店した松竹菓子舗（１９５８年）

２００９年　日の出町文化祭

ＮＨＫ俳句大会　入選句
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マ
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り
と
光
り

　「
祈
り
」
は
、
十
六
世
紀

に
伝
え
ら
れ
て
以
来
、
幾

多
の
迫
害
と
苦
難
を
乗
り

越
え
て
連
綿
と
受
け
継
が

れ
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
の

信
仰
。
そ
の
象
徴
と
し
て

五
島
列
島
の
隅
々
ま
で

点
々
と
教
会
が
残
さ
れ
て

い
る
。

　「
光
」
の
源
は
、
自
然
が

織
り
な
す
彩
光
や
人
間
が

作
り
出
し
た
様
々
な
あ
か

り
を
意
識
し
て
撮
影
を
し

た
。

　
信
仰
に
伴
う
「
心
の
光
」

と
物
理
的
な
光
の
融
合
を

意
識
し
た
つ
も
り
で
あ
る

が
ど
こ
ま
で
表
現
で
き
た

か
は
わ
か
ら
な
い
。

　「
写
真
は
物
語
」
が
私
の

基
本
姿
勢
。
全
体
を
鑑
賞

し
て
い
た
だ
い
て
少
し
で

も
「
物
語
」
を
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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の
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会
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そ
の
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27. 下五島5～宮原教会-2 明治18年（1885）に民家を改造して作られ、昭和6年
（1971）改築。教会の前に小さな水路がありゲンジボタル
が乱舞する。ヒメボタルも玄関付近で点線を描く。

（平成27年6月12日夜）

24. 下五島4～福江教会-3 クリスマスイルミネーション。（平成27年12月20日夜）

110. 下五島20～旧五輪教会-5 木造の和風建築。こうもり天井、板張りの床、窓に歴史を
感じる。（平成28年2月11日午前）

53. 下五島10～三井楽教会-10 淵の元からの帰り。墓地の上に広がるきれいな夕焼け雲に
遭遇。ほんに短い光のドラマ。（平成28年10月10日夕方）

163. 上五島7～キリシタン洞窟-6 朝の若松港。ここからキリシタン洞窟行の船が出る。
（平成28年5月2日早朝）

124. 下五島22～江上教会－5 クリーム色の壁に青い扉が美しい。世界遺産候補リストの
1つ。（平成28年7月24日午前）

180. 上五島13～頭ヶ島天主堂-2 鉄川与助設計・施工の石造りの天主堂。約10年の歳月を
かけて大正8年（1919）完成。（平成27年5月5日午後）

179. 上五島13～頭ヶ島天主堂-1 有川から頭ヶ島大橋を渡ると左手の下に頭ヶ島天主堂を
中心に小さな集落が見えてくる。向かい側は天主堂建設
のために石を切り出したというロクロ島。

（平成27年5月5日午後）
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　普
通
の
一
主
婦
で
あ
る
私
が
、

小
さ
な
正
義
感
か
ら
こ
う
し
て
我

慢
で
き
ず
に
ペ
ン
を
執
り
ま
す
こ

と
、
ど
う
ぞ
お
許
し
く
だ
さ
い
。

こ
れ
は
、
先
人
の
知
恵
と
感
性
で

あ
る
江
戸
し
ぐ
さ
を
、
よ
り
良
く

生
き
る
た
め
の
武
器
と
し
て
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
、
私

の
強
い
思
い
か
ら
な
の
で
す
。

　
前
書
き
に
こ
の
よ
う
に
記
し
て

あ
る
本
書
は
、
長
崎
市
在
住
の
宮

﨑
牧
子
さ
ん
の
講
演
録
を
ま
と
め

た
も
の
で
、
江
戸
し
ぐ
さ
伝
承
普

及
委
員
と
し
て
、
過
去
に
行
っ
た

講
演
会
の
内
容
を
、
平
成
の
世
に

生
ま
れ
た
若
者
た
ち
に
分
か
り
や

す
く
語
り
か
け
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
宮
﨑
さ
ん
は
１
９
４
８
年
生
ま

れ
。
教
員
だ
っ
た
父
親
の
転
勤
に

伴
い
、
県
内
各
所
を
転
々
と
し
て

幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。
長
崎

県
立
女
子
短
期
大
学
英
文
科
卒
業

後
、結
婚
。
出
産
、育
児
の
一
方
で
、

長
崎
市
社
会
教
育
委
員
な
ど
を
務

め
、
地
域
の
青
少
年
の
育
成
に
も

尽
力
し
て
い
ま
す
。
宮
﨑
さ
ん
は
、

の
ど
か
な
幼
少
期
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
自
分
の
環
境
、
母
親
と

姑
か
ら
の
教
え
、
宮
﨑
さ
ん
の
人

生
を
大
き
く
変
え
た
「
江
戸
し
ぐ

さ
」
の
提
唱
者
・
越
川
禮
子
さ
ん

委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
し
ぐ
さ
と
い
う
言
葉
を
知

ら
な
い
人
で
も
、「
雨
降
る
路
地

で
す
れ
違
う
際
に
は
、
傘
を
相
手

の
反
対
側
に
傾
け
、
相
手
が
濡
れ

な
い
よ
う
に
し
て
道
を
譲
る
」「
狭

い
道
で
す
れ
違
う
時
に
は
、
ぶ
つ

か
ら
な
い
よ
う
に
、
お
互
い
が
肩

を
引
く
」「
狭
い
場
所
で
は
横
歩

き
を
し
て
相
手
の
動
作
を
妨
げ
な

い
」
な
ど
の
し
ぐ
さ
は
、
ど
こ
か

で
見
た
よ
う
な
、
あ
る
い
は
か
つ

て
自
分
も
実
践
し
て
い
た
行
動
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

い
つ
し
か
こ
の
し
ぐ
さ
を
す
る
人

は
少
な
く
な
り
、
相
手
を
思
い
や

る
精
神
自
体
も
希
薄
に
な
り
ま
し

た
。
宮
﨑
さ
ん
は
そ
の
結
果
、
青

少
年
や
弱
者
が
犠
牲
と
な
る
事
件

が
増
加
し
た
の
だ
と
思
う
と
言
い

ま
す
。
県
内
で
も
青
少
年
が
巻
き

込
ま
れ
る
事
件
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
危
機
感
か
ら
宮
﨑
さ
ん
は
、

江
戸
し
ぐ
さ
を
日
本
文
化
の
継
承

と
し
て
、
本
質
を
曲
げ
る
こ
と
な

く
か
つ
長
崎
ら
し
い
文
化
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。
平
成
の
今
に
ふ
さ
わ
し
い
形

の
「
長
崎
し
ぐ
さ
」
と
し
て
、
広

く
認
め
ら
れ
る
よ
う
願
い
な
が
ら
、

中
学
生
、
高
校
生
か
ら
社
会
人
、

高
齢
者
ま
で
含
め
た
幅
広
い
対
象

者
に
講
演
を

通
じ
て
語
り

か
け
て
い
ま

す
。

　
江
戸
し
ぐ

さ
の
存
在
を
知
り
、
普
及
活
動
に

邁
進
す
る
宮
﨑
さ
ん
は
、
自
ら
の

行
動
を
「（
江
戸
し
ぐ
さ
の
）
存

在
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
私
の
使

命
」
と
捉
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
宮
﨑
さ
ん
が
使
命
感
に
突
き
動

か
さ
れ
て
記
し
た
「
江
戸
し
ぐ
さ

の
心
を
長
崎
に
　
未
来
の
長
崎
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ
」。
江
戸
時
代

の
豪
商
た
ち
の
知
恵
と
知
識
、
教

養
か
ら
生
ま
れ
た
江
戸
し
ぐ
さ
を

紹
介
し
な
が
ら
、
社
会
の
中
で
生

き
て
い
く
も
の
と
し
て
の
役
割
に

つ
い
て
も
記
し
て
あ
り
、
決
し
て

懐
古
主
義
で
は
終
わ
ら
ず
、
何
を

成
す
べ
き
か
を
分
か
り
や
す
く
説

い
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
宮
﨑
さ
ん
自
身
も
言
う

よ
う
に
、
一
主
婦
が
書
き
上
げ
た

一
冊
で
す
。
情
熱
を
持
っ
て
書
き

上
げ
た
こ
の
本
の
持
つ
パ
ワ
ー
は
、

著
者
で
あ
る
宮
﨑
さ
ん
そ
の
も
の

で
す
。
宮
﨑
さ
ん
の
パ
ワ
ー
に
共

感
し
、
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
長

崎
の
著
名
人
の
皆
さ
ん
の
５
編
も
、

そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
読
み
応
え
の
あ

る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
ら
の
学
び
、
そ
し
て
、
自
身
の

長
年
の
社
会
教
育
活
動
の
経
験
か

ら
、
子
供
の
教
育
に
と
っ
て
、
地

域
の
大
人
の
意
識
が
何
よ
り
も
重

要
で
あ
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　
宮
﨑
さ
ん
が
江
戸
し
ぐ
さ
を

知
っ
た
の
は
、
59
歳
の
時
。
そ
れ

ま
で
引
き
受
け
て
い
た
役
職
の
幾

つ
か
は
60
歳
で
リ
タ
イ
ア
す
る
と

決
め
て
お
り
、
退
任
後
に
学
べ
る

も
の
を
探
し
て
い
た
頃
で
し
た
。

当
時
、
福
岡
市
で
定
期
的
に
開
か

れ
て
い
た
勉
強
会
に
通
っ
て
い
た

宮
﨑
さ
ん
は
、
そ
こ
で
「
江
戸
し

ぐ
さ
」
に
出
会
い
ま
す
。
提
唱
者

で
あ
る
「
N
P
O
法
人
江
戸
し
ぐ

さ
」
名
誉
会
長
の
越
川
禮
子
氏
に

直
接
話
す
機
会
を
得
て
、
弟
子
入

り
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
師

と
仰
ぐ
越
川
氏
の
指
導
の
も
と
、

江
戸
し
ぐ
さ
を
学
び
、
伝
承
普
及
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27. 下五島5～宮原教会-2 明治18年（1885）に民家を改造して作られ、昭和6年
（1971）改築。教会の前に小さな水路がありゲンジボタル
が乱舞する。ヒメボタルも玄関付近で点線を描く。

（平成27年6月12日夜）

24. 下五島4～福江教会-3 クリスマスイルミネーション。（平成27年12月20日夜）

110. 下五島20～旧五輪教会-5 木造の和風建築。こうもり天井、板張りの床、窓に歴史を
感じる。（平成28年2月11日午前）

53. 下五島10～三井楽教会-10 淵の元からの帰り。墓地の上に広がるきれいな夕焼け雲に
遭遇。ほんに短い光のドラマ。（平成28年10月10日夕方）

163. 上五島7～キリシタン洞窟-6 朝の若松港。ここからキリシタン洞窟行の船が出る。
（平成28年5月2日早朝）

124. 下五島22～江上教会－5 クリーム色の壁に青い扉が美しい。世界遺産候補リストの
1つ。（平成28年7月24日午前）

180. 上五島13～頭ヶ島天主堂-2 鉄川与助設計・施工の石造りの天主堂。約10年の歳月を
かけて大正8年（1919）完成。（平成27年5月5日午後）

179. 上五島13～頭ヶ島天主堂-1 有川から頭ヶ島大橋を渡ると左手の下に頭ヶ島天主堂を
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行
っ
た

講
演
会
の
内
容
を
、
平
成
の
世
に

生
ま
れ
た
若
者
た
ち
に
分
か
り
や

す
く
語
り
か
け
る
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
宮
﨑
さ
ん
は
１
９
４
８
年
生
ま

れ
。
教
員
だ
っ
た
父
親
の
転
勤
に

伴
い
、
県
内
各
所
を
転
々
と
し
て

幼
少
期
を
過
ご
し
ま
し
た
。
長
崎

県
立
女
子
短
期
大
学
英
文
科
卒
業

後
、結
婚
。
出
産
、育
児
の
一
方
で
、

長
崎
市
社
会
教
育
委
員
な
ど
を
務

め
、
地
域
の
青
少
年
の
育
成
に
も

尽
力
し
て
い
ま
す
。
宮
﨑
さ
ん
は
、

の
ど
か
な
幼
少
期
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
自
分
の
環
境
、
母
親
と

姑
か
ら
の
教
え
、
宮
﨑
さ
ん
の
人

生
を
大
き
く
変
え
た
「
江
戸
し
ぐ

さ
」
の
提
唱
者
・
越
川
禮
子
さ
ん

委
員
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
し
ぐ
さ
と
い
う
言
葉
を
知

ら
な
い
人
で
も
、「
雨
降
る
路
地

で
す
れ
違
う
際
に
は
、
傘
を
相
手

の
反
対
側
に
傾
け
、
相
手
が
濡
れ

な
い
よ
う
に
し
て
道
を
譲
る
」「
狭

い
道
で
す
れ
違
う
時
に
は
、
ぶ
つ

か
ら
な
い
よ
う
に
、
お
互
い
が
肩

を
引
く
」「
狭
い
場
所
で
は
横
歩

き
を
し
て
相
手
の
動
作
を
妨
げ
な

い
」
な
ど
の
し
ぐ
さ
は
、
ど
こ
か

で
見
た
よ
う
な
、
あ
る
い
は
か
つ

て
自
分
も
実
践
し
て
い
た
行
動
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

い
つ
し
か
こ
の
し
ぐ
さ
を
す
る
人

は
少
な
く
な
り
、
相
手
を
思
い
や

る
精
神
自
体
も
希
薄
に
な
り
ま
し

た
。
宮
﨑
さ
ん
は
そ
の
結
果
、
青

少
年
や
弱
者
が
犠
牲
と
な
る
事
件

が
増
加
し
た
の
だ
と
思
う
と
言
い

ま
す
。
県
内
で
も
青
少
年
が
巻
き

込
ま
れ
る
事
件
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
な
危
機
感
か
ら
宮
﨑
さ
ん
は
、

江
戸
し
ぐ
さ
を
日
本
文
化
の
継
承

と
し
て
、
本
質
を
曲
げ
る
こ
と
な

く
か
つ
長
崎
ら
し
い
文
化
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。
平
成
の
今
に
ふ
さ
わ
し
い
形

の
「
長
崎
し
ぐ
さ
」
と
し
て
、
広

く
認
め
ら
れ
る
よ
う
願
い
な
が
ら
、

中
学
生
、
高
校
生
か
ら
社
会
人
、

高
齢
者
ま
で
含
め
た
幅
広
い
対
象

者
に
講
演
を

通
じ
て
語
り

か
け
て
い
ま

す
。

　
江
戸
し
ぐ

さ
の
存
在
を
知
り
、
普
及
活
動
に

邁
進
す
る
宮
﨑
さ
ん
は
、
自
ら
の

行
動
を
「（
江
戸
し
ぐ
さ
の
）
存

在
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
私
の
使

命
」
と
捉
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
宮
﨑
さ
ん
が
使
命
感
に
突
き
動

か
さ
れ
て
記
し
た
「
江
戸
し
ぐ
さ

の
心
を
長
崎
に
　
未
来
の
長
崎
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ
」。
江
戸
時
代

の
豪
商
た
ち
の
知
恵
と
知
識
、
教

養
か
ら
生
ま
れ
た
江
戸
し
ぐ
さ
を

紹
介
し
な
が
ら
、
社
会
の
中
で
生

き
て
い
く
も
の
と
し
て
の
役
割
に

つ
い
て
も
記
し
て
あ
り
、
決
し
て

懐
古
主
義
で
は
終
わ
ら
ず
、
何
を

成
す
べ
き
か
を
分
か
り
や
す
く
説

い
て
い
ま
す
。

　
本
書
は
宮
﨑
さ
ん
自
身
も
言
う

よ
う
に
、
一
主
婦
が
書
き
上
げ
た

一
冊
で
す
。
情
熱
を
持
っ
て
書
き

上
げ
た
こ
の
本
の
持
つ
パ
ワ
ー
は
、

著
者
で
あ
る
宮
﨑
さ
ん
そ
の
も
の

で
す
。
宮
﨑
さ
ん
の
パ
ワ
ー
に
共

感
し
、
寄
稿
し
て
く
だ
さ
っ
た
長

崎
の
著
名
人
の
皆
さ
ん
の
５
編
も
、

そ
れ
ぞ
れ
非
常
に
読
み
応
え
の
あ

る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

か
ら
の
学
び
、
そ
し
て
、
自
身
の

長
年
の
社
会
教
育
活
動
の
経
験
か

ら
、
子
供
の
教
育
に
と
っ
て
、
地

域
の
大
人
の
意
識
が
何
よ
り
も
重

要
で
あ
る
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　
宮
﨑
さ
ん
が
江
戸
し
ぐ
さ
を

知
っ
た
の
は
、
59
歳
の
時
。
そ
れ

ま
で
引
き
受
け
て
い
た
役
職
の
幾

つ
か
は
60
歳
で
リ
タ
イ
ア
す
る
と

決
め
て
お
り
、
退
任
後
に
学
べ
る

も
の
を
探
し
て
い
た
頃
で
し
た
。

当
時
、
福
岡
市
で
定
期
的
に
開
か

れ
て
い
た
勉
強
会
に
通
っ
て
い
た

宮
﨑
さ
ん
は
、
そ
こ
で
「
江
戸
し

ぐ
さ
」
に
出
会
い
ま
す
。
提
唱
者

で
あ
る
「
N
P
O
法
人
江
戸
し
ぐ

さ
」
名
誉
会
長
の
越
川
禮
子
氏
に

直
接
話
す
機
会
を
得
て
、
弟
子
入

り
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
、
師

と
仰
ぐ
越
川
氏
の
指
導
の
も
と
、

江
戸
し
ぐ
さ
を
学
び
、
伝
承
普
及
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２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
、
長
崎
県
諫
早
市
に
あ
る
学
校
法
人
鎮
西
学
院
は
創
立
１
３
５
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
書
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
鎮
西
学
院
人
物
伝
編
纂
委
員
会
が
製
作
し
た
も
の
で
す
。

　
執
筆
し
た
の
は
学
院
長
を
は
じ
め
、
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
の
名
誉
教
授
や
鎮
西
学
院
高
校
の
現
役
教
諭
な
ど
、

学
院
に
深
く
関
わ
る
方
々
で
す
。
鎮
西
学
院
が
輩
出
し
た
、
近
代
日
本
の
功
労
者
た
ち
の
記
録
は
、
次
世
代
の

若
者
た
ち
へ
と
手
渡
す
、
歴
史
の
バ
ト
ン
と
も
言
え
る
思
い
の
こ
も
っ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

●
●
判型：四六判
頁数：218頁

●
●
製本：無線綴カバー付
非売品

敬
天
愛
人
の
系
譜

鎮
西
学
院
人
物
伝

記
念
誌
紹
介
シ
リ
ー
ズ
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学
校
法
人

　鎮
西
学
院

　
学
校
法
人
鎮
西
学
院
は
１
８
８

１
（
明
治
14
）
年
、
ア
メ
リ
カ
メ

ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
か
ら
派
遣
さ

れ
た
宣
教
師
、
C
・
S
・
ロ
ン
グ

に
よ
り
長
崎
市
東
山
手
６
番
地
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
加
伯

利
（
カ
ブ
リ
ー
）
英
和
学
校
と
い

う
校
名
で
し
た
が
、
１
８
８
９
年

（
明
治
22
）
年
、
鎮
西
学
館
と
校

名
を
改
め
、
後
に
鎮
西
学
院
と
な

り
ま
し
た
。

　
学
院
は
や
が
て
新
校
舎
竣
工
に

伴
い
、
市
内
の
竹
の
久
保
へ
移
転

し
ま
す
。
竹
の
久
保
校
舎
は
近
代

的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
４
階

建
て
で
、
暖
房
装
置
や
水
洗
ト
イ

レ
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
優
れ
た

建
造
物
で
し
た
。
し
か
し
、
誇
る

べ
き
こ
の
校
舎
も
、１
９
４
５（
昭

和
20
）
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
時

の
原
爆
投
下
に
よ
り
壊
滅
。
職
員

と
生
徒
1
4
0
名
以
上
が
犠
牲
と

な
っ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
学
院
は
諫
早
市
永
昌

町
の
海
軍
病
院
跡
に
移
転
し
ま
す
。

そ
の
翌
年
に
は
鎮
西
学
院
中
学
校
、

そ
の
１
年
後
に
は
高
等
学
校
を
新

設
。
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に

は
中
井
が
原
ゴ
ル
フ
場
跡
地
を
購

入
し
、
全
面
移
転
し
ま
す
。
開
校

当
初
は
生
徒
が
12
名
、
教
師
が
４

名
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
時
を

経
た
現
在
で
は
幼
稚
園
、
高
校
、

大
学
を
擁
す
る
総
合
学
園
と
し
て

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
学
院
の
創
立
当
時
は
日
本
が
江

戸
か
ら
明
治
へ
と
、
文
化
文
明
の

舵
を
大
き
く
切
っ
た
10
数
年
後
。

暦
、
髪
型
、
食
事
な
ど
、
生
活
習

慣
の
ほ
ぼ
全
て
が
極
端
な
変
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
時
代
で
し
た
。

そ
の
状
況
の
中
で
、
事
を
新
た
に

し
よ
う
と
し
た
人
々
が
一
様
に

辿
っ
た
苦
難
の
道
は
、
鎮
西
学
院

の
先
達
も
同
じ
こ
と
で
し
た
。
本

書
に
も
あ
り
ま
す
が
、
時
代
が
変

わ
っ
た
と
は
い
え
、
九
州
で
は
キ

リ
ス
ト
教
に
対
す
る
偏
見
も
、
決

し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
頃
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
強
い
信
仰
の
絆

に
結
ば
れ
た
人
々
の
物
語
が
、
後

に
続
く
同
窓
の
皆
様
の
筆
に
よ
り
、

本
書
で
生
き
生
き
と
蘇
っ
て
い
ま

す
。

　
文
学
者
、
池
澤
夏
樹
氏
に
よ
る

巻
頭
言
に
続
く
第
１
章
は
、
本
書

の
要
と
も
言
え
る
、
鎮
西
学
院
出

身
者
で
初
め
て
学
院
長
と
な
っ
た

川
崎
升
に
つ
い
て
と
、
そ
の
教
え

で
あ
り
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も

な
っ
て
い
る
「
敬
天
愛
人
」
の
思

想
に
つ
い
て
、
森
泰
一
郎
学
院
長

が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
牧
師
で

あ
り
、
教
育
者
の
川
崎
升
は
日
向

飲
肥
（
現
日
南
市
）
の
旧
藩
士
の

長
男
と
し
て
１
８
７
０（
明
治
３
）

年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
８
９
１

（
明
治
21
）
年
に
鎮
西
学
館
（
現
・

鎮
西
学
院
）
に
入
学
。
卒
業
後
は

九
州
各
地
で
伝
道
に
従
事
。
そ
の

後
、
米
国
ボ
ス
ト
ン
大
学
に
て
神

学
を
学
び
、
修
士
の
学
位
を
授
与

し
ま
し
た
。

　
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
、
鎮

西
学
院
の
教
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
、
鎮
西

学
院
出
身
者
と
し
て
は
初
め
て
、

学
院
長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

こ
の
後
15
年
に
わ
た
り
奉
職
し
ま

し
た
。

　
新
校
舎
建
築
で
無
理
が
た
た
り

１
９
３
６
（
昭
和
11
年
）
に
67
歳

で
逝
去
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
教

育
者
に
良
き
影
響
を
与
え
続
け
た

川
崎
升
の
名
は
、
今
も
学
院
の

人
々
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
第
１
章
に
は
こ
の
他
に
、
い
ず

れ
も
川
崎
と
縁
の
深
い
人
た
ち
４

人
の
筆
者
に
よ
る
４
節
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
第
1
節
の
著
者
で
あ
る
林
田
秀

彦
名
誉
院
長
は
、
川
崎
升
が
生
き

た
時
代
背
景
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
当
時
か
ら
多
く
の
若
者
に

慕
わ
れ
て
い
た
川
崎
と
、
川
崎
升

の
親
族
に
つ
い
て
も
深
い
愛
情
と

ユ
ー
モ
ア
を
持
っ
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
日
々
の
暮
ら
し
全
て
に
お
い
て

厳
格
な
教
育
者
だ
っ
た
一
方
で
、

慈
愛
に
満
ち
た
父
親
の
一
面
を
記

し
た
の
は
小
谷
千
代
さ
ん
。
小
谷

さ
ん
は
川
崎
升
の
長
女
で
あ
り
、

鎮
西
学
院
の
元
職
員
で
し
た
。
そ

の
小
谷
千
代
さ
ん
の
授
業
を
受
け

た
学
院
の
卒
業
生
の
山
口
哲
生
さ

ん
も
、
当
時
を
多
感
な
青
春
時
代

の
１
ペ
ー
ジ
と
し
て
懐
か
し
み
な

が
ら
書
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鎮
西
学
院
高
等
学
校
の

川
崎
健
教
諭
は
、
川
崎
升
の
お
孫

さ
ん
で
す
。
母
親
が
中
学
生
の
時

に
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
川

崎
升
で
す
が
、
今
回
の
本
書
制
作

が
き
っ
か
け
で
、
亡
き
祖
父
の
人

と
な
り
に
触
れ
た
と
述
懐
し
て
い

ま
す
。

　
第
２
章
か
ら
は
、
鎮
西
学
院
を

卒
業
、
あ
る
い
は
学
院
に
学
ん
だ

著
名
人
に
つ
い
て
、
９
人
の
筆
者

が
筆
を
奮
っ
て
い
ま
す
。

　
第
２
章
は
九
州
全
域
に
お
い
て

宣
教
活
動
を
行
い
、
後
に
出
島
メ

ソ
ジ
ス
ト
教
会
を
建
設
し
た
デ

ヴ
ィ
ソ
ン
と
、
学
院
の
初
代
校
長

と
な
っ
た
神
学
者
、
C
・
S
・
ロ

ン
グ
に
つ
い
て
長
崎
ウ
ェ
ス
レ
ヤ

ン
大
学
の
山
城
順
名
誉
教
授
が
執

筆
。
長
崎
県
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト

教
の
新
た
な
教
育
の
始
ま
り
を
記

し
て
い
ま
す
。

　
第
３
章
は
倉
場
富
三
郎
。
筆
者

は
長
崎
ウ
ェ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
の
藤

崎
亮
一
准
教
授
が
担
当
し
て
い
ま

す
。

　
富
三
郎
は
加
伯
利
英
和
学
校
に

第
1
期
生
と
し
て
入
学
し
ま
す
が
、

卒
業
す
る
こ
と
な
く
、
幾
つ
か
の

学
び
舎
を
転
々
と
し
ま
す
。
米
国

で
は
最
終
的
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
に
留

学
し
、
生
物
学
を
学
び
ま
す
。
偉

大
な
る
父
、
ト
ー
マ
ス
・
ブ
レ
イ

ク
・
グ
ラ
バ
ー
の
陰
に
隠
れ
て
し

ま
い
が
ち
な
富
三
郎
で
す
が
、
こ

こ
で
学
ん
だ
生
物
学
が
後
年
、
彼

に
グ
ラ
バ
ー
魚
譜
の
作
成
へ
と
向

か
わ
せ
ま
す
。
漁
業
が
基
幹
産
業

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
長
崎
県
に

と
っ
て
、
富
三
郎
の
残
し
た
功
績

に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
長
崎
で
、

謎
の
自
死
を
遂
げ
た
富
三
郎
は
そ

の
人
生
で
は
、
謎
と
さ
れ
る
部
分

も
多
く
、
偉
大
な
父
を
超
え
ら
れ

な
か
っ
た
悲
劇
の
人
と
さ
れ
が
ち

で
す
。
し
か
し
藤
崎
准
教
授
は
本

書
の
中
で
、
も
っ
と
も
っ
と
評
価

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
後
、
章
を
追
っ
て
、
遠
山

参
良
、
宮
崎
滔
天
、
田
添
鉄
二
、

松
本
卓
夫
、
中
山
福
藏
、
西
岡
竹

次
郎
、
佐
野
勝
也
、
秋
吉
利
雄
、

宇
土
虎
雄
と
続
き
ま
す
。
ど
の
人

物
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
近
代

日
本
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
た

だ
、
富
三
郎
の
よ
う
に
、
長
崎
県

内
で
は
広
く
知
ら
れ
た
人
物
も
い

れ
ば
、
若
い
人
に
は
あ
ま
り
馴
染

み
の
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
人
々
が
懸
命
に

生
き
た
人
生
の
１
ペ
ー
ジ
を
、
現

代
の
教
育
者
た
ち
が
文
章
化
し
、

「
本
」
と
い
う
形
に
し
て
残
す
こ

と
は
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
で
あ

り
、
１
３
５
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
「
教
育
」
に
打
ち
込
ん
だ
鎮
西

学
院
の
教
育
機
関
と
し
て
の
姿
勢

を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

１９３０（昭和５）年　竹の久保に移転、新校舎竣工、
１９３１（昭和６）年　創立５０周年を迎える

扁額・校訓「敬天愛人」　西郷南洲書

デヴィソンロング倉場富三郎遠山参良宮崎滔天田添鉄二（一家）

西岡竹次郎

秋吉利雄

中山福藏
（鎮西学院校友会関西支部総会前列右より４人目）

宇土虎雄（鎮西学院で揮毫）

佐野勝也

敬天愛人の系譜
敬
天
愛
人
の
系
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院
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２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
、
長
崎
県
諫
早
市
に
あ
る
学
校
法
人
鎮
西
学
院
は
創
立
１
３
５
年
を
迎
え
ま
し
た
。

本
書
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
鎮
西
学
院
人
物
伝
編
纂
委
員
会
が
製
作
し
た
も
の
で
す
。

　
執
筆
し
た
の
は
学
院
長
を
は
じ
め
、
ウ
エ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
の
名
誉
教
授
や
鎮
西
学
院
高
校
の
現
役
教
諭
な
ど
、

学
院
に
深
く
関
わ
る
方
々
で
す
。
鎮
西
学
院
が
輩
出
し
た
、
近
代
日
本
の
功
労
者
た
ち
の
記
録
は
、
次
世
代
の

若
者
た
ち
へ
と
手
渡
す
、
歴
史
の
バ
ト
ン
と
も
言
え
る
思
い
の
こ
も
っ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

●
●
判型：四六判
頁数：218頁

●
●
製本：無線綴カバー付
非売品

敬
天
愛
人
の
系
譜

鎮
西
学
院
人
物
伝

記
念
誌
紹
介
シ
リ
ー
ズ

　9

学
校
法
人

　鎮
西
学
院

　
学
校
法
人
鎮
西
学
院
は
１
８
８

１
（
明
治
14
）
年
、
ア
メ
リ
カ
メ

ソ
ジ
ス
ト
監
督
教
会
か
ら
派
遣
さ

れ
た
宣
教
師
、
C
・
S
・
ロ
ン
グ

に
よ
り
長
崎
市
東
山
手
６
番
地
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
、
加
伯

利
（
カ
ブ
リ
ー
）
英
和
学
校
と
い

う
校
名
で
し
た
が
、
１
８
８
９
年

（
明
治
22
）
年
、
鎮
西
学
館
と
校

名
を
改
め
、
後
に
鎮
西
学
院
と
な

り
ま
し
た
。

　
学
院
は
や
が
て
新
校
舎
竣
工
に

伴
い
、
市
内
の
竹
の
久
保
へ
移
転

し
ま
す
。
竹
の
久
保
校
舎
は
近
代

的
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
４
階

建
て
で
、
暖
房
装
置
や
水
洗
ト
イ

レ
な
ど
、
当
時
と
し
て
は
優
れ
た

建
造
物
で
し
た
。
し
か
し
、
誇
る

べ
き
こ
の
校
舎
も
、１
９
４
５（
昭

和
20
）
年
、
第
二
次
世
界
大
戦
時

の
原
爆
投
下
に
よ
り
壊
滅
。
職
員

と
生
徒
1
4
0
名
以
上
が
犠
牲
と

な
っ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
学
院
は
諫
早
市
永
昌

町
の
海
軍
病
院
跡
に
移
転
し
ま
す
。

そ
の
翌
年
に
は
鎮
西
学
院
中
学
校
、

そ
の
１
年
後
に
は
高
等
学
校
を
新

設
。
１
９
５
１
（
昭
和
26
）
年
に

は
中
井
が
原
ゴ
ル
フ
場
跡
地
を
購

入
し
、
全
面
移
転
し
ま
す
。
開
校

当
初
は
生
徒
が
12
名
、
教
師
が
４

名
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
時
を

経
た
現
在
で
は
幼
稚
園
、
高
校
、

大
学
を
擁
す
る
総
合
学
園
と
し
て

発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
学
院
の
創
立
当
時
は
日
本
が
江

戸
か
ら
明
治
へ
と
、
文
化
文
明
の

舵
を
大
き
く
切
っ
た
10
数
年
後
。

暦
、
髪
型
、
食
事
な
ど
、
生
活
習

慣
の
ほ
ぼ
全
て
が
極
端
な
変
化
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
時
代
で
し
た
。

そ
の
状
況
の
中
で
、
事
を
新
た
に

し
よ
う
と
し
た
人
々
が
一
様
に

辿
っ
た
苦
難
の
道
は
、
鎮
西
学
院

の
先
達
も
同
じ
こ
と
で
し
た
。
本

書
に
も
あ
り
ま
す
が
、
時
代
が
変

わ
っ
た
と
は
い
え
、
九
州
で
は
キ

リ
ス
ト
教
に
対
す
る
偏
見
も
、
決

し
て
少
な
く
は
な
か
っ
た
頃
で
し

た
。
そ
ん
な
中
、
強
い
信
仰
の
絆

に
結
ば
れ
た
人
々
の
物
語
が
、
後

に
続
く
同
窓
の
皆
様
の
筆
に
よ
り
、

本
書
で
生
き
生
き
と
蘇
っ
て
い
ま

す
。

　
文
学
者
、
池
澤
夏
樹
氏
に
よ
る

巻
頭
言
に
続
く
第
１
章
は
、
本
書

の
要
と
も
言
え
る
、
鎮
西
学
院
出

身
者
で
初
め
て
学
院
長
と
な
っ
た

川
崎
升
に
つ
い
て
と
、
そ
の
教
え

で
あ
り
、
本
書
の
タ
イ
ト
ル
に
も

な
っ
て
い
る
「
敬
天
愛
人
」
の
思

想
に
つ
い
て
、
森
泰
一
郎
学
院
長

が
執
筆
し
て
い
ま
す
。

　
日
本
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
牧
師
で

あ
り
、
教
育
者
の
川
崎
升
は
日
向

飲
肥
（
現
日
南
市
）
の
旧
藩
士
の

長
男
と
し
て
１
８
７
０（
明
治
３
）

年
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
１
８
９
１

（
明
治
21
）
年
に
鎮
西
学
館
（
現
・

鎮
西
学
院
）
に
入
学
。
卒
業
後
は

九
州
各
地
で
伝
道
に
従
事
。
そ
の

後
、
米
国
ボ
ス
ト
ン
大
学
に
て
神

学
を
学
び
、
修
士
の
学
位
を
授
与

し
ま
し
た
。

　
１
９
０
７
（
明
治
40
）
年
、
鎮

西
学
院
の
教
師
と
し
て
迎
え
ら
れ
、

１
９
２
６
（
大
正
15
）
年
、
鎮
西

学
院
出
身
者
と
し
て
は
初
め
て
、

学
院
長
と
し
て
就
任
し
ま
し
た
。

こ
の
後
15
年
に
わ
た
り
奉
職
し
ま

し
た
。

　
新
校
舎
建
築
で
無
理
が
た
た
り

１
９
３
６
（
昭
和
11
年
）
に
67
歳

で
逝
去
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
教

育
者
に
良
き
影
響
を
与
え
続
け
た

川
崎
升
の
名
は
、
今
も
学
院
の

人
々
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
第
１
章
に
は
こ
の
他
に
、
い
ず

れ
も
川
崎
と
縁
の
深
い
人
た
ち
４

人
の
筆
者
に
よ
る
４
節
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
第
1
節
の
著
者
で
あ
る
林
田
秀

彦
名
誉
院
長
は
、
川
崎
升
が
生
き

た
時
代
背
景
と
照
ら
し
合
わ
せ
な

が
ら
、
当
時
か
ら
多
く
の
若
者
に

慕
わ
れ
て
い
た
川
崎
と
、
川
崎
升

の
親
族
に
つ
い
て
も
深
い
愛
情
と

ユ
ー
モ
ア
を
持
っ
て
紹
介
し
て
い

ま
す
。

　
日
々
の
暮
ら
し
全
て
に
お
い
て

厳
格
な
教
育
者
だ
っ
た
一
方
で
、

慈
愛
に
満
ち
た
父
親
の
一
面
を
記

し
た
の
は
小
谷
千
代
さ
ん
。
小
谷

さ
ん
は
川
崎
升
の
長
女
で
あ
り
、

鎮
西
学
院
の
元
職
員
で
し
た
。
そ

の
小
谷
千
代
さ
ん
の
授
業
を
受
け

た
学
院
の
卒
業
生
の
山
口
哲
生
さ

ん
も
、
当
時
を
多
感
な
青
春
時
代

の
１
ペ
ー
ジ
と
し
て
懐
か
し
み
な

が
ら
書
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
鎮
西
学
院
高
等
学
校
の

川
崎
健
教
諭
は
、
川
崎
升
の
お
孫

さ
ん
で
す
。
母
親
が
中
学
生
の
時

に
は
す
で
に
亡
く
な
っ
て
い
た
川

崎
升
で
す
が
、
今
回
の
本
書
制
作

が
き
っ
か
け
で
、
亡
き
祖
父
の
人

と
な
り
に
触
れ
た
と
述
懐
し
て
い

ま
す
。

　
第
２
章
か
ら
は
、
鎮
西
学
院
を

卒
業
、
あ
る
い
は
学
院
に
学
ん
だ

著
名
人
に
つ
い
て
、
９
人
の
筆
者

が
筆
を
奮
っ
て
い
ま
す
。

　
第
２
章
は
九
州
全
域
に
お
い
て

宣
教
活
動
を
行
い
、
後
に
出
島
メ

ソ
ジ
ス
ト
教
会
を
建
設
し
た
デ

ヴ
ィ
ソ
ン
と
、
学
院
の
初
代
校
長

と
な
っ
た
神
学
者
、
C
・
S
・
ロ

ン
グ
に
つ
い
て
長
崎
ウ
ェ
ス
レ
ヤ

ン
大
学
の
山
城
順
名
誉
教
授
が
執

筆
。
長
崎
県
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト

教
の
新
た
な
教
育
の
始
ま
り
を
記

し
て
い
ま
す
。

　
第
３
章
は
倉
場
富
三
郎
。
筆
者

は
長
崎
ウ
ェ
ス
レ
ヤ
ン
大
学
の
藤

崎
亮
一
准
教
授
が
担
当
し
て
い
ま

す
。

　
富
三
郎
は
加
伯
利
英
和
学
校
に

第
1
期
生
と
し
て
入
学
し
ま
す
が
、

卒
業
す
る
こ
と
な
く
、
幾
つ
か
の

学
び
舎
を
転
々
と
し
ま
す
。
米
国

で
は
最
終
的
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
に
留

学
し
、
生
物
学
を
学
び
ま
す
。
偉

大
な
る
父
、
ト
ー
マ
ス
・
ブ
レ
イ

ク
・
グ
ラ
バ
ー
の
陰
に
隠
れ
て
し

ま
い
が
ち
な
富
三
郎
で
す
が
、
こ

こ
で
学
ん
だ
生
物
学
が
後
年
、
彼

に
グ
ラ
バ
ー
魚
譜
の
作
成
へ
と
向

か
わ
せ
ま
す
。
漁
業
が
基
幹
産
業

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
長
崎
県
に

と
っ
て
、
富
三
郎
の
残
し
た
功
績

に
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
長
崎
で
、

謎
の
自
死
を
遂
げ
た
富
三
郎
は
そ

の
人
生
で
は
、
謎
と
さ
れ
る
部
分

も
多
く
、
偉
大
な
父
を
超
え
ら
れ

な
か
っ
た
悲
劇
の
人
と
さ
れ
が
ち

で
す
。
し
か
し
藤
崎
准
教
授
は
本

書
の
中
で
、
も
っ
と
も
っ
と
評
価

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
後
、
章
を
追
っ
て
、
遠
山

参
良
、
宮
崎
滔
天
、
田
添
鉄
二
、

松
本
卓
夫
、
中
山
福
藏
、
西
岡
竹

次
郎
、
佐
野
勝
也
、
秋
吉
利
雄
、

宇
土
虎
雄
と
続
き
ま
す
。
ど
の
人

物
も
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
近
代

日
本
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
た

だ
、
富
三
郎
の
よ
う
に
、
長
崎
県

内
で
は
広
く
知
ら
れ
た
人
物
も
い

れ
ば
、
若
い
人
に
は
あ
ま
り
馴
染

み
の
な
い
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
そ
の
人
々
が
懸
命
に

生
き
た
人
生
の
１
ペ
ー
ジ
を
、
現

代
の
教
育
者
た
ち
が
文
章
化
し
、

「
本
」
と
い
う
形
に
し
て
残
す
こ

と
は
非
常
に
有
意
義
な
こ
と
で
あ

り
、
１
３
５
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
「
教
育
」
に
打
ち
込
ん
だ
鎮
西

学
院
の
教
育
機
関
と
し
て
の
姿
勢

を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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１９３１（昭和６）年　創立５０周年を迎える
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期

だ
な
ぁ
。」
と
思
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な
が
ら
、
出
版
作

業
を
し
て
い
る
私
が
い
ま
し
た
。

　十
一
年
前
ま
で
二
十
年
間
、
私
は
中

学
校
の
教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
本
来

な
ら
慌
た
だ
し
い
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ず
の
春
に
、
ひ
と

り
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
の
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寂
し
く
も

あ
り
ま
す
が
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教
員
生
活
、
お
よ
び
そ

の
後
の
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婦
生
活
（
お
も
に
闘
病
生

活
）
で
得
た
も
の
は
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き
く
、
そ
れ
が

な
け
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ば
詩
な
ど
書
く
こ
と
も
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
詩
は
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私
の
心
の

友
」
で
し
た
。
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た
け
を
綴
れ
る

「
秘
め
事
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ー

ト
」
で
す
。
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ろ
で
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の
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に
光
が
あ
る
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ら
」
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抜
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出
せ
な

か
っ
た
頃
、
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光
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て
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、
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進
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。」
と
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い
た
と
き
に
、
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に
言
い
聞
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せ
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い
た
こ
と
ば
で

す
。
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を
し
よ
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と
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え
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。
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を
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も
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む

か
の
よ
う
に
手
を
伸
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、
光
を
つ

か
も
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と
し
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た
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身
の
姿
が

浮
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び
ま
す
。
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の
い
ち
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ん
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し
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た
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に
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面
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思
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こ
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ら
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う
ま
く
い
か
な
い
と
き
も
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も
、
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と
で
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て
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気
が
し
ま
す
。
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、
感

動
や
感
激
の
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間
を
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に
す
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と
で
、
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が
一
生
心
に
刻
み
込
ま
れ
る
勲
章

の
よ
う
に
も
感
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ら
れ
ま
し
た
。
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印
し
て
き
た
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を
表
に
出
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と
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の
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。
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ら
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し
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に
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。
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す
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に
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、
こ
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を

世
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出
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と
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す
。
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の
方
に
読
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で
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た
だ
き
、
ど

ん
な
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闇
の
中
に
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て
も
や
が
て
光
が

さ
し
て
く
る
こ
と
を
、
ど
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な
に
遠
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と
思
わ
れ
る
こ
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決
し
て
無
駄
で

は
な
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こ
と
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
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が
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い
で
す
。〈
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と
が
き
よ
り
〉
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独
と
の
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と
り
ぼ
っ
ち
で
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も
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見
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る
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方
に
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る
私
に
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夫
だ
よ
！
」
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て
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っ
し
ょ
に
い
ら
れ
た
ら

私
の
心
に

大
き
な
穴
は
あ
か
な
か
っ
た
の
に…

…
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の
と
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の
私
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ら
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強
く
な
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そこに光があるから
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■
■
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北川暢子　第1詩集

そこに光があるから

■
■
判型：四六判
頁数：64頁

製本：無線綴じケース付
定価：1,080円（税込）

■
■

2017年6月20日発行
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●
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長崎歳時記   名勝の宴堤 けんじ
　
タ
ヌ
キ
と
共
に
歩
ん
で
41
年
。
平
成
29
年
２
月
の
「
長
崎
歳
時

記
・
名
勝
の
宴
」
色
紙
展
に
は
、
大
雪
が
降
る
中
、
沢
山
の
人
に
お

い
で
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
も
沢
山
の
協
賛
金
を
頂
き
画
集
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　「
長
崎
く
ん
ち
」
に
始
ま
り
、
街
道
に
魅
了
さ
れ
「
長
崎
街
道
」

へ
と
、
関
門
海
峡
を
飛
び
越
え
て
瀬
戸
内
海
の
夕
日
に
感
動
、
東
海

道
の
す
ご
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
、
そ
し
て
江
戸
（
東
京
）
へ
。
さ
ら
に

「
龍
馬
紀
行
」
で
高
知
、
京
都
な
ど
龍
馬
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
松
尾
芭
蕉
に
導
か
れ
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」
へ
と
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北
、

北
陸
路
へ
と
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で
行
き
ま
し
た
。
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と
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が
つ
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、
足
元
の

長
崎
を
忘
れ
て

は
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な
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っ
た

か
と
思
い
、
今

回
の
色
紙
展
に

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
画
集
発

刊
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ン
ト
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
体
力
、
時
間
も
き
び
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
う
ま

く
乗
り
切
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
画
集
に
協
賛
し
て
頂
い
た
方
、
各

報
道
機
関
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て…

…

わ
が
ふ
る
さ
と
「
長
崎
」
へ
感
謝
‼
　
　

堤
け
ん
じ

タ
ヌ
キ
の
さ
さ
や
き

　
ム
ム
ム…

…

こ
こ
ん
と
こ
ろ
タ
ヌ
キ
寝
入
り
し
と
っ
た
ら
「
タ
ヌ

キ
も
く
た
ば
っ
と
る
ご
た
る
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。…

…
ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
バ
イ
‼
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判型：230×290
頁数：78頁
定価：2,700円（税込）

　 初詣諏訪神社　　 ランタンフェスティバル　　 桃カステラとひな人形　　 龍馬のぶーつとハタ揚げ　　 端午の節句と稲佐山　　 雨上がりの紫陽花
　 ヘチマと軍艦島　　 山王神社の被爆クスノキ　　 崇福寺の中国盆　　 長崎くんち（コッコデショ）　　 からすみづくり　　 浦上教会とサンタクロース
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すぐれた作品が生まれる季節です
洋画材料・日本画材料・油彩額・水彩額・和額の長崎の専門店

TEL 095-824-8774
FAX 095-824-8726

〒850-0801 長崎県長崎市八幡町3-32
営業時間／  9：30～19：30（平日、土曜）
　　　　　10：00～17：30（日曜、祝日）
定 休 日／お盆・年末年始　

http://www.saibidou.com/
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諏訪神社
下電停

久保　進　祈りと光の情景～五島の教会とそのルーツ「満月に照らされる堂崎教会」

「ゆるり」は長崎県内の主なコミュニティ
施設に無料で配布しています。

自費出版サロンゆるり
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本 づくり応 援 マガジン
昭和堂・ゆるりで

出版された本のご紹介
昭和堂・ゆるりで

出版された本のご紹介
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町
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【
本
づ
く
り
応
援
マ
ガ
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ン
】

風
木
雲
太
郎

　

―

没
後
十
年―

随
筆
集
「
わ
が
星
の
道
」
よ
り

●
十
三
夜

　

河
井
雄
治
句
集

●
さ
ら
ば
二
足
の
靴

　

福
永
玲
子

●
か
け
が
え
の
な
い
日
々 

第
二
章

　

田
添
京
子

●
わ
が
人
生
の
並
木
道

　

犬
塚
秀
一

●

折
々
の
昭
和
記

お問い合わせ 長崎交響楽団事務局 TEL 095-820-1029  FAX 095-832-6570  MAIL nso@ac.auone-net.jp  URL http://www.ac.auone-net.jp/̃nso/

第89回 定期演奏会

■主催 ： 長崎交響楽団
■後援 ： 長崎県  長崎市  長崎県教育委員会  長崎市教育委員会  朝日新聞社  長崎新聞社  西日本新聞社  毎日新聞社  読売新聞西部本社  
　　　　NHK長崎放送局  NBC長崎放送　KTNテレビ長崎  NCC長崎文化放送  NIB長崎国際テレビ  エフエム長崎　長崎ケーブルメディア  長崎県音楽連盟

ベートーベン
交響曲第３番

9月3日
平成29年

長崎市民会館 文化ホール
日 開場 13：30　

開演 14：00

ドビュッシー 「小組曲」　      
メンデルスゾーン 序曲「フィンガルの洞窟」

「英雄」

指  揮

永 野　哲

浜屋プレイガイド
くさの書店西友店

095-811-1080
095-857-2560

絃洋会楽器店
長崎交響楽団事務局

095-821-2326
095-820-1029

■チケットお取り扱い

一般自由席 ： 2,000円
学生自由席（高校生以下）： 1,000円

入場料

●スマホ、タブレットで読める。
●文字サイズを調整できる。
●音声読み上げもできる。

上のQRコードより無料アプリ「Catalog Pocket」を
インストールし、「ゆるり」で検索！！ 

機能付き！！

情報誌「ゆるり」は
カタログポケット機能付き
カタログポケットとは？

※音声読み上げにはアプリのインストールが必要です。
　PCブラウザは音声読み上げには対応しておりません。

スマホで読める「ゆるり」　デジタルブック配信開始！

あなたの想いを本にしませんか

自費出版サロン

TEL.095-828-1790 TEL.821-1240
FAX.095-823-8740    http://www.showado.co.jp
〒850-0875 長崎市栄町6-23 昭和堂ビル2F

貸ギャラリーお申し込み受付中

『ゆるり』とは、囲炉裏の意味。囲炉裏を囲むように、皆さんで
集まっていただける空間に・・・との願いが込められています。
和の雰囲気を感じられる空間で、ゆっくりゆるりと、本づくり
談義に花を咲かせてみてはいかがですか。



1
7 8 9 10 11 12

2 3 4 5 6

長崎歳時記   名勝の宴堤 けんじ
　
タ
ヌ
キ
と
共
に
歩
ん
で
41
年
。
平
成
29
年
２
月
の
「
長
崎
歳
時

記
・
名
勝
の
宴
」
色
紙
展
に
は
、
大
雪
が
降
る
中
、
沢
山
の
人
に
お

い
で
頂
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
回
も
沢
山
の
協
賛
金
を
頂
き
画
集
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
皆
様
の
暖
か
い
ご
支
援
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　「
長
崎
く
ん
ち
」
に
始
ま
り
、
街
道
に
魅
了
さ
れ
「
長
崎
街
道
」

へ
と
、
関
門
海
峡
を
飛
び
越
え
て
瀬
戸
内
海
の
夕
日
に
感
動
、
東
海

道
の
す
ご
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
、
そ
し
て
江
戸
（
東
京
）
へ
。
さ
ら
に

「
龍
馬
紀
行
」
で
高
知
、
京
都
な
ど
龍
馬
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
松
尾
芭
蕉
に
導
か
れ
、「
お
く
の
ほ
そ
道
」
へ
と
東
北
、

北
陸
路
へ
と
歩
ん
で
行
き
ま
し
た
。

　
ふ
と
気
が
つ

け
ば
、
足
元
の

長
崎
を
忘
れ
て

は
い
な
か
っ
た

か
と
思
い
、
今

回
の
色
紙
展
に

な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
画
集
発

刊
と
な
り
ま
し
た
。
ホ
ン
ト
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
体
力
、
時
間
も
き
び
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
う
ま

く
乗
り
切
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
画
集
に
協
賛
し
て
頂
い
た
方
、
各

報
道
機
関
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て…

…

わ
が
ふ
る
さ
と
「
長
崎
」
へ
感
謝
‼
　
　

堤
け
ん
じ

タ
ヌ
キ
の
さ
さ
や
き

　
ム
ム
ム…

…

こ
こ
ん
と
こ
ろ
タ
ヌ
キ
寝
入
り
し
と
っ
た
ら
「
タ
ヌ

キ
も
く
た
ば
っ
と
る
ご
た
る
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。…

…

ま
だ
ま
だ
元
気
で
す
バ
イ
‼

●
●
●

判型：230×290
頁数：78頁
定価：2,700円（税込）

　 初詣諏訪神社　　 ランタンフェスティバル　　 桃カステラとひな人形　　 龍馬のぶーつとハタ揚げ　　 端午の節句と稲佐山　　 雨上がりの紫陽花
　 ヘチマと軍艦島　　 山王神社の被爆クスノキ　　 崇福寺の中国盆　　 長崎くんち（コッコデショ）　　 からすみづくり　　 浦上教会とサンタクロース

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

すぐれた作品が生まれる季節です
洋画材料・日本画材料・油彩額・水彩額・和額の長崎の専門店

TEL 095-824-8774
FAX 095-824-8726

〒850-0801 長崎県長崎市八幡町3-32
営業時間／  9：30～19：30（平日、土曜）
　　　　　10：00～17：30（日曜、祝日）
定 休 日／お盆・年末年始　

http://www.saibidou.com/

彩美堂
P

長
崎
署

光
永
寺

車
不
可

車
不
可

古
町
橋

大
井
手
橋

至
蛍
茶
屋

桃
溪
橋

公
善
社

公会堂

市民会館

慶華園

彩美堂
駐車場

幼稚園

中島川

至博物館 至
日
本

　銀
行

諏訪神社
下電停

久保　進　祈りと光の情景～五島の教会とそのルーツ「満月に照らされる堂崎教会」

「ゆるり」は長崎県内の主なコミュニティ
施設に無料で配布しています。

自費出版サロンゆるり

■
フ
ォ
ト
歳
時
記
Ⅳ 

祈
り
と
光
の
情
景

　
　
〜
五
島
の
教
会
と
そ
の
ル
ー
ツ
／
久
保

　
進

■
江
戸
し
ぐ
さ
の
心
を
長
崎
に

　
　
未
来
の
長
崎
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
へ
／
宮
﨑
牧
子

■
記
念
誌
紹
介
シ
リ
ー
ズ
９ 

鎮
西
学
院
百
三
十
五
年
記
念

　
　
敬
天
愛
人
の
系
譜

　
鎮
西
学
院
人
物
伝

■
詩
集

　
そ
こ
に
光
が
あ
る
か
ら
／
北
川
暢
子

■
長
崎
歳
時
記

　
名
勝
の
宴
／
堤
け
ん
じ

本 づくり応 援 マガジン
昭和堂・ゆるりで

出版された本のご紹介
昭和堂・ゆるりで

出版された本のご紹介

2017
年

 夏
   V

O
L.32

企
画

・
編

集
・

発
行

／
株

式
会

社
 昭

和
堂

  自
費

出
版

サ
ロ

ン
ゆ

る
り

　
〒

850-0875 長
崎

市
栄

町
6-23 昭

和
堂

ビ
ル

2F  TEL:095-828-1790  FAX:095-823-8740
【
本
づ
く
り
応
援
マ
ガ
ジ
ン
】

風
木
雲
太
郎

　

―

没
後
十
年―

随
筆
集
「
わ
が
星
の
道
」
よ
り

●
十
三
夜

　

河
井
雄
治
句
集

●
さ
ら
ば
二
足
の
靴

　

福
永
玲
子

●
か
け
が
え
の
な
い
日
々 

第
二
章

　

田
添
京
子

●
わ
が
人
生
の
並
木
道

　

犬
塚
秀
一

●

折
々
の
昭
和
記

お問い合わせ 長崎交響楽団事務局 TEL 095-820-1029  FAX 095-832-6570  MAIL nso@ac.auone-net.jp  URL http://www.ac.auone-net.jp/̃nso/

第89回 定期演奏会

■主催 ： 長崎交響楽団
■後援 ： 長崎県  長崎市  長崎県教育委員会  長崎市教育委員会  朝日新聞社  長崎新聞社  西日本新聞社  毎日新聞社  読売新聞西部本社  
　　　　NHK長崎放送局  NBC長崎放送　KTNテレビ長崎  NCC長崎文化放送  NIB長崎国際テレビ  エフエム長崎　長崎ケーブルメディア  長崎県音楽連盟

ベートーベン
交響曲第３番

9月3日
平成29年

長崎市民会館 文化ホール
日 開場 13：30　

開演 14：00

ドビュッシー 「小組曲」　      
メンデルスゾーン 序曲「フィンガルの洞窟」

「英雄」

指  揮

永 野　哲

浜屋プレイガイド
くさの書店西友店

095-811-1080
095-857-2560

絃洋会楽器店
長崎交響楽団事務局

095-821-2326
095-820-1029

■チケットお取り扱い

一般自由席 ： 2,000円
学生自由席（高校生以下）： 1,000円

入場料

●スマホ、タブレットで読める。
●文字サイズを調整できる。
●音声読み上げもできる。

上のQRコードより無料アプリ「Catalog Pocket」を
インストールし、「ゆるり」で検索！！ 

機能付き！！

情報誌「ゆるり」は
カタログポケット機能付き
カタログポケットとは？

※音声読み上げにはアプリのインストールが必要です。
　PCブラウザは音声読み上げには対応しておりません。

スマホで読める「ゆるり」　デジタルブック配信開始！

あなたの想いを本にしませんか

自費出版サロン

TEL.095-828-1790 TEL.821-1240
FAX.095-823-8740    http://www.showado.co.jp
〒850-0875 長崎市栄町6-23 昭和堂ビル2F

貸ギャラリーお申し込み受付中

『ゆるり』とは、囲炉裏の意味。囲炉裏を囲むように、皆さんで
集まっていただける空間に・・・との願いが込められています。
和の雰囲気を感じられる空間で、ゆっくりゆるりと、本づくり
談義に花を咲かせてみてはいかがですか。



久保　進　祈りと光の情景～五島の教会とそのルーツ「満月に照らされる堂崎教会」

「ゆるり」は長崎県内の主なコミュニティ
施設に無料で配布しています。

自費出版サロンゆるり
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出版された本のご紹介
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出版された本のご紹介
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お問い合わせ 長崎交響楽団事務局 TEL 095-820-1029  FAX 095-832-6570  MAIL nso@ac.auone-net.jp  URL http://www.ac.auone-net.jp/̃nso/

第89回 定期演奏会

■主催 ： 長崎交響楽団
■後援 ： 長崎県  長崎市  長崎県教育委員会  長崎市教育委員会  朝日新聞社  長崎新聞社  西日本新聞社  毎日新聞社  読売新聞西部本社  
　　　　NHK長崎放送局  NBC長崎放送　KTNテレビ長崎  NCC長崎文化放送  NIB長崎国際テレビ  エフエム長崎　長崎ケーブルメディア  長崎県音楽連盟

ベートーベン
交響曲第３番

9月3日
平成29年

長崎市民会館 文化ホール
日 開場 13：30　

開演 14：00

ドビュッシー 「小組曲」　      
メンデルスゾーン 序曲「フィンガルの洞窟」

「英雄」

指  揮

永 野　哲

浜屋プレイガイド
くさの書店西友店

095-811-1080
095-857-2560

絃洋会楽器店
長崎交響楽団事務局

095-821-2326
095-820-1029

■チケットお取り扱い

一般自由席 ： 2,000円
学生自由席（高校生以下）： 1,000円

入場料


